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収穫の秋！

鶴ヶ丘小学校 米づくり体験



昭
和
四
十
七
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
二
十
九

年
の
永
き
に
わ
た
り
、
内
灘
町
防
犯
と
交
通
安
全
推

進
隊
員
と
し
て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、
暴
力
行
為

の
排
除
並
び
に
交
通
安
全
の
普
及
推
進
に
献
身
的
に

尽
力
さ
れ
、
特
に
平
成
五
年
か
ら
は
、
防
犯
と
交
通

安
全
推
進
隊
本
部
副
隊
長
と
し
て
隊
員
の
指
導
・
育

成
に
努
め
る
か
た
わ
ら
、
地
域
社
会
の
防
犯
と
交
通

安
全
思
想
の
普
及
・
高
揚
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
三
年
か
ら
六
年
間
に
わ
た
り
ア
カ
シ
ア
公
民
館
長
と
し
て
地
域
住
民
の
融
和
と
親
睦

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
平
成
三
年
の
石
川
国
体
で
は
、
公
民
館
で
の
民
泊
を
実
現
し
、
参
加

選
手
と
の
交
流
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

内
灘

町

表

彰

2001.11.5.（2）

自
治
振
興
賞

棚
た な

田
だ

昭
あきら

氏
（74歳・アカシア１）

開
業
医
と
し
て
地
域
医
療
に
情
熱
を
傾
け
る
か
た

わ
ら
、
内
灘
中
学
校
校
医
、
鶴
ヶ
丘
保
育
所
嘱
託
医

と
し
て
、
昭
和
四
十
七
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の

二
十
九
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
児
童
・
生
徒
の
健
康

増
進
と
体
位
向
上
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
現
在

も
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
四
十
八
年
か
ら
四
年
間
、
国
民
健
康

保
険
運
営
協
議
会
委
員
と
し
て
国
民
健
康
保
険
事
業

の
運
営
と
保
険
財
政
の
健
全
化
に
寄
与
さ
れ
、
昭
和
五
十
二
年
か
ら
は
内
灘
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と

し
て
、
児
童
・
生
徒
の
健
康
面
の
み
な
ら
ず
、
健
全
育
成
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
十
二
年
四
月
か
ら
は
、
新
制
度
発
足
に
伴
い
内
灘
町
介
護
認
定
審
査
委
員
と
し
て
、

要
介
護
認
定
の
適
正
な
審
査
と
判
定
に
努
め
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

福
　
祉
　
賞

政岡
ま さ お か

尚
な お

實
み

氏
（73歳・鶴ヶ丘４）

内灘町では毎年、町表彰条例・町スポーツ賞条例等に基づき、11月３日の文化の日に

町勢の進展に功績のあった方々と優秀な成績を収められた方々に対し表彰を行っています。

本年度は下記の方々が表彰されました。

浜
田
　
広
志
（
室
）

●
第
９
回
石
川
県
高
等
学
校
声
楽
コ
ン

ク
ー
ル
　
第
１
位

●
大
学
生

油
木
　
　
恵
（
宮
坂
）

●
第
15
回
世
界
年
齢
別
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競

技
大
会
　
17
才
以
上
女
子
シ
ン
ク
ロ
競

技
　
第
２
位

●
一
　
般

西
村
　
潤
一
（
西
荒
屋
）

●
２
０
０
１
国
際
障
害
者
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ス
キ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ド
イ
ツ
大
会

男
子
ク
ラ
シ
カ
ル
10
km

優
勝

●
小
・
中
学
生

品
田
　
桂
汰

空
手
道
　

下
出
　
唯
香

空
手
道
　

金
山
　
　
空

空
手
道
　

橋
本
　
真
奈

空
手
道
　

田
中
ち
ひ
ろ

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
　

伊
戸
川
美
奈

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
　

根
布
長
　
晶

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

宮
田
　
由
貴

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

岩
井
　
　
彩

剣
道

岩
本
　
健
吾

サ
ッ
カ
ー

村
上
　
力
斗

サ
ッ
カ
ー

●
高
校
・
大
学
生

藤
田
　
涼
香

剣
道

堀
田
ひ
と
み

登
山

干
場
　
未
希

馬
術

小
野
口
　
剛

駅
伝

北
村
　
啓
憲

レ
ス
リ
ン
グ

寺
井
　
友
作

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

梅
　
　
建
三

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
　

藤
本
　
武
文

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
　

吉
島
　
智
哉

レ
ス
リ
ン
グ

松
藏
　
利
明

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
　

井
上
　
正
輝

卓
球
　

宮
川
　
栄
一

陸
上

佐
久
間
　
誠

テ
ニ
ス

出
口
　
貴
士

野
球

池
田
　
　
裕

野
球

三
宅
　
高
弘

水
泳

吉
野
　
純
奈

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

加
藤
　
　
文

水
泳

安
井
　
綾
子

水
泳

岡
島
　
千
怜

水
泳

今
野
　
里
美

水
泳

岡
村
　
基
弘

テ
ニ
ス

松
永
　
尚
治

テ
ニ
ス

●
一
　
般

根
来
　
亜
紀

陸
上
　

国
際
ス
ポ
ー
ツ
賞

個
　
人

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

個
　
人

個
　
人

青
少
年
学
術
文
化
奨
励
賞
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内
灘

町

表

彰

平成13年度　内灘町表彰

昭
和
五
十
二
年
に
内
灘
町
体
育
指
導
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て
以

来
、
二
十
四
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
「
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
」
を
標

榜
す
る
内
灘
町
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
企
画
・
立
案
に
参
画
さ
れ
、
地

域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
町
民
の
健
康
・

体
力
づ
く
り
を
目
的
に
、
体
力
テ
ス
ト
の
実
施
や
町
民
の
百
日
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
五
十
四
年
に
小
学
生
を
対
象
と
し
た
町
チ
ビ
ッ
子
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
設
し
、
少

年
少
女
へ
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
普
及
と
指
導
、
お
よ
び
健
全
育
成
に
も
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

松川
まつかわ

徹
てつ

男
お

氏
（63歳・鶴ヶ丘３）

昭
和
四
十
七
年
に
発
足
し
た
ば
か
り
の
内
灘
町
野
球
協
会
の
企

画
・
運
営
に
積
極
的
に
参
加
し
、
以
降
、
選
手
・
役
員
と
し
て
協

会
の
強
化
、
躍
進
の
原
動
力
と
な
り
町
野
球
協
会
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
二
年
に
は
内
灘
町
学
童
野
球
教
室
を
校
下
単
位
で
設

立
さ
せ
、
少
年
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
新
た
な
指
導
体
制
の
確
立
と

普
及
に
努
め
、
児
童
の
健
全
育
成
に
も
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
町
職
員
と
し
て
体
育
行
政
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
昭
和
五
十
七
年
か
ら
十
七
年
間

の
永
き
に
わ
た
り
内
灘
町
体
育
協
会
監
事
と
し
て
、
内
灘
町
の
体
育
の
振
興
発
展
に
努
め
ら
れ
ま

し
た
。

水上
みずかみ

勝
かつ

男
お

氏
（58歳・鶴ヶ丘５）

昭
和
五
十
四
年
内
灘
町
文
化
協
会
発
足
に
際
し
、
町
俳
文
学
協

会
設
立
に
尽
力
さ
れ
、
多
く
の
俳
句
愛
好
者
を
育
て
内
灘
町
の
文

化
活
動
の
礎
を
築
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
十
五
年
犀
星
俳
文
学
賞
受
賞
、
昭
和
六
十
一
年
内
灘
町

文
化
協
会
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
、
平
成
三
年
よ
り
十
二
年
ま

で
石
川
県
俳
文
学
協
会
理
事
長
と
し
て
そ
の
運
営
に
携
わ
る
か
た

わ
ら
、
平
成
五
年
よ
り
今
日
ま
で
北
陸
鉄
道
浅
ノ
川
線
電
車
内
に
季
節
毎
の
短
冊
掲
載
や
各
地
区

俳
句
教
室
で
の
後
継
者
の
育
成
・
指
導
・
普
及
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
、
俳
文
学
を
通

じ
文
化
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

受川
うけかわ

猛
たけ

夫
お

氏
（75歳・鶴ヶ丘２）

体
育
功
労
賞

町
民
文
化
活
動
賞

水
上
　
志
乃
（
鶴
ヶ
丘
出
身
）

●
第
３
回
東
ア
ジ
ア
競
技
大
会
　
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
競
技
　
女
子
団
体
・
ダ
ブ

ル
ス
・
シ
ン
グ
ル
ス
　
金
メ
ダ
ル

下
出
　
善
紀
（
鶴
ヶ
丘
出
身
）

●
２
０
０
１
嘉
納
治
五
郎
杯
国
際
柔
道

大
会
　
無
差
別
級
　
優
勝

●
高
校
・
大
学
生

丸
一
　
泰
雅

水
泳
　

三
宅
　
礼
奈

水
泳

吉
野
　
香
純

シ
ン
ク
ロ
　
　
　

三
十
苅
華
世

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
　

小
西
　
寛
子

ボ
ウ
リ
ン
グ
　

中
居
　
貴
光

卓
球

西
川
由
紀
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
　

谷
村
　
圭
介

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
　

森
川
　
　
一

相
撲

佐
藤
　
俊
介

相
撲

佐
藤
　
秀
嗣

相
撲
　

●
一
　
般

吉
倉
　
　
満

相
撲
　

小
西
真
知
子

ボ
ウ
リ
ン
グ

石
川
県
立
内
�
高
等
学
校
自
転
車
競
技
部

内
灘
町
相
撲
連
盟

中
居
　
憲
吾

卓
球

中
居
　
　
稔

空
手
道
　

向
　
　
重
吉

空
手
道
　

蔵
本
　
修
司

弓
道
　

松
川
　
　
衞

弓
道

西
野
安
希
子

水
泳

熊
野
　
雅
夫

水
泳

酒
井
　
雅
之

水
泳

村
田
　
　
毅

水
泳

三
宅
　
基
実

水
泳

米
�
　
英
朗

水
泳

南
　
加
代
子

水
泳

前
河
　
富
江

水
泳

中
居
　
典
子

水
泳

柚
木
惠
美
子

水
泳

工
　
久
美
子

水
泳

尾
本
　
英
臣

水
泳

森
　
　
一
雄

水
泳

井
上
　
浩
美

卓
球

法
花
堂
優
子

卓
球

西
谷
　
幸
枝

卓
球

石
田
　
恵
子

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

丸
岡
　
秀
夫

テ
ニ
ス

松
川
　
拓
三

ク
レ
ー
射
撃

横
田
　
法
男

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

内
灘
中
学
校
女
子
剣
道
部

内
灘
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

内
灘
中
学
校
軟
式
野
球
部

石
川
県
立
内
灘
高
等
学
校
ボ
ウ
リ
ン
グ
部

内
灘
町
サ
ッ
カ
ー
協
会

内
灘
町
テ
ニ
ス
協
会

内
灘
町
弓
道
協
会

内
灘
町
空
手
道
協
会

内
灘
町
柔
道
連
盟

内
灘
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

内
灘
町
愛
好
会

内
灘
ク
ラ
ブ
　
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ｂ

大
根
布
小
学
校
教
職
員

ス
ポ
ー
ツ
賞

個
　
人

団
　
体

団
　
体
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保
育
所
入
所
申
込

平成14年度 

保 育 所 名 入所される住所地域
（おおむねの目安） 長時間・延長保育 保育年令 予定定員 電話番号

平
成
十
四
年
度
内
灘
町
学
童
保
育

の
入
会
申
請
受
け
付
け
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

対
　
　
象

平
成
十
四
年
度
小
学
校
一
〜
三
年

生
で
日
中
留
守
家
庭
等
で
適
切
な

保
育
が
受
け
ら
れ
な
い
児
童

受
付
期
間

十
一
月
九
日
（金）
〜二

十
二
日
（木）
ま
で

保
育
時
間

月
〜
金
曜
日

下
校
時
よ
り
午
後
六
時
ま
で

土
曜
日

午
前
八
時
十
五
分
〜

午
後
十
二
時
十
五
分

﹇
休
校
の
場
合
﹈

月
〜
金
曜
日

午
前
八
時
十
五
分
〜
午
後
六
時

﹇
日
曜
・
祝
日
﹈
休
館

受
　
　
付

各
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
ま
で

向 粟 崎 保 育 所
緑 台 保 育 所
鶴 ケ 丘 保 育 所
鶴ケ丘東保育所
大 根 布 保 育 所
宮 坂 保 育 所
北 部 保 育 所
鶴が丘乳児保育園
向 陽 台 保 育 園

（町立）
（町立）
（町立）
（町立）
（町立）
（町立）
（町立）
（私立）
（私立）

向粟崎、旭ケ丘、アカシア 19時まで（14時まで）
19時まで（14時まで）
19時まで（14時まで）
19時まで（14時まで）
19時まで（14時まで）
19時まで（14時まで）
19時まで（14時まで）

19時まで（14時まで）

0歳児より 140名
80名
110名
90名
130名
35名
60名
90名
90名

238－3626
238－9856
286－1125
286－2220
286－0106
286－0104
286－8405
286－0133
237－2677

1歳児より
1歳児より
2歳児より
2歳児より
2歳児より
2歳児より
0～2歳児
0歳児より

22時まで　休日・祝日・一時保育を実施

緑台、千鳥台
鶴ケ丘、大根布、大学、
大清台、ハマナス、
白帆台
宮坂、白帆台
西荒屋、室、湖西
町内全域
向陽台、千鳥台

学童保育の入会申請

◇町内各保育所（園）に備えてあります「申込書」と
必要な添付書類等をそろえてお申し込みください。
申し込みにあたっては、申込書といっしょにお渡
しする「保育所入所申込のしおり」と記載例（見
本）を参考にして、勤務証明書等の記入もれがな
いようご注意ください。

◎申し込み期間
11月9日（金）～11月22日（木）まで
（午前9時～午後4時まで）

◎申し込み先
町内各保育所（園）

◎入所決定　
平成14年2月下旬

◎送　迎
子どもの交通事故防止等のため、保護者の方にしていただ
きます。

◎給　食
■3歳未満児＝主食（ごはん、パン）、副食とも保育所で用意
■3歳以上児＝主食持参、副食は保育所で用意

◎保育時間等
●昼間＝午前7時30分～午後4時
※保護者の勤務状態により、長時間保育（午後4時～6時）
及び延長保育（午後4時～7時）も実施しています。

●休日（鶴が丘乳児保育園）＝日曜日・祝日の午前7時～午
後10時まで（希望の方は、保育園に相談してください。）

●0歳児からの保育については、鶴が丘乳児保育園・向陽台
保育園及び向粟崎保育所で実施しています。

◇保育所の通所区域は、おおむね次の表のとおりです。なお、各保育所の施設規模等に応じ、入所できる児童数に
制限もありますので、ご了承ください。

（注）長時間・延長保育欄の（ ）内は、土曜日の時間です。

申 し 込 み 方 法送り迎え・保育時間等

送り迎え・保育時間等
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保
育
所
入
所
申
込

※
な
お
、
入
会
に
際
し
ま
し
て
は
、

入
会
資
格
審
査
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

※
参
考
　
平
成
十
三
年
度
　
学
童
保

育
料
（
月
額
）
七，

〇
〇
〇
円

保育所は、保護者が家庭の内外で労働をしてい
たり、病気などの理由により乳幼児を家庭で保育
することができない場合に、保護者に代わって保
育することを目的とした児童福祉施設です。

◎家庭外労働
家庭の外で仕事をしているため、その児童の保育ができ
ない。

◎家庭内労働
家庭の中で仕事をしているため、その児童の保育ができ
ない。

◎病気、出産、障害者等
病気、出産、心身障害者等のため児童の保育ができない。
死亡、離婚、行方不明などの理由により不在のため、その
児童の保育ができない。

◎病人の看護等
児童の家庭に長期にわたる病人や、心身に障害のある人
が居るため、その看護、介助で児童の保育ができない。

◎家庭の災害
火災、風水害、地震等の災害に遭い、その復旧の間児童
の保育ができない。

◇現在入所している方で、平成14年度も引き続き
入所する方も必ず申込書（継続）を希望保育所
（園）に提出してください。
◇平成13年1月2日以降に内灘町に転入された方は、
後日同年1月1日の住所地から平成13年度分、市
町村民税の課税証明書を提出していただくことが
あります。

◇保育料は、入所する子どもと同一世帯で生計をとも
にしている家族（祖父母は生計の中心者である場合
に限る）の前年の所得税額等を基準として決定され
ています。また、2人以上の児童が入所される場合に
は、保育料の一部軽減もあります。なお、平成13年
度の保育料最高額は下記のとおりです。

【平成13年度保育料（月額）】
3歳未満児　45,700円（最高額）
3歳以上児　27,400円（最高額）

◇勤務されている方は、「平成13年分の所得税源泉徴収
票」、自営業の方は、「確定申告書の写し」を入所決
定した保育所または町民生活課へ平成14年3月15日
までに提出していただきます。

〔参　考〕保育料について

向粟崎学童
保育クラブ

238－
5771

学童保育
ク ラ ブ

電話番号 校下名 施設名
予定
構成
人員

向粟崎
小学校

向粟崎
児童館

40人

清 湖 学 童
保育クラブ

237－
1210

清　湖
小学校

清　湖
児童館

30人

鶴ヶ丘学童
保育クラブ

286－
4607

鶴ヶ丘
小学校

鶴ヶ丘
児童館

40人

内 灘 学 童
保育クラブ

286－
1032

大根布
小学校

内　灘
児童館

40人

北 部 学 童
保育クラブ

286－
5438

西荒屋
小学校

内灘町勤労
青少年ホーム

15人

そ　　の　　他

保育所へ入所できる基準
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税
金
に
つ
い
て

納税者の方々から「分かりやすく・書きやすい申告書を」という声にお応えし、平成14年１月か
ら使用する所得税の確定申告書が新しく確定申告書ＡとＢの２種類になります。

※申告書新様式（確定申告書Ｂなど）の詳しい内容については、最寄りの税

務署へお問い合わせください。なお、申告書新様式は、最寄りの税務署や

市町村（税務担当課）の窓口で閲覧できるほか、金沢国税局ホームページ

【http://www.kanazawa.nta.go.jp】に掲載していますので、ご覧ください。

所得税の確定申告書が新しくなります。

確定申告書Ａ（見本）
申告する所得が給与所得や年金など
の雑所得、配当所得、一時所得だけ
の方が使用できる申告書です。

第一表 第二表

給与所得者で医療費控除
を受ける方や年金収入の
ある方などは、この申告
書になります。 

今
月
の
納
税
納
期
限

11
月
30
日
（金）

―
町
税
は
納
期
内
に
納
税
し
ま
し
ょ
う
―

○
国
民
健
康
保
険
税
　
　
第
８
期

町
税
（
町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
・

軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康
保
険
税
）
の
納
税
は
便
利
で

簡
単
な
手
続
き
の
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〜
手
続
き
方
法
〜

納
税
通
知
書
・
預
金
通
帳
・
預
金
口
座
使
用
印
を
お
持

ち
の
上
、
左
記
の
金
融
機
関
又
は
役
場
窓
口
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

北
國
銀
行
・
石
川
銀
行
・
福
井
銀
行
・
北
陸
銀
行
・
金
沢

信
用
金
庫
・
石
川
か
ほ
く
農
業
協
同
組
合
・
郵
便
局

問
い
合
わ
せ
先
▼
税
務
課

税金は国を動
かす

エネルギー

問い合わせ先
金沢税務署　☎261－3221（代表）
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税
金
に
つ
い
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申告所得税・法人税等の納税証明書の
交付について

税務署において申告所得税、法人税等に係る所得
金額、納付税額等の証明書（納税証明書）を請求す
る際には、以下の点にご注意ください。
１　納税証明書の交付を請求できる方及び必要書類等
納税者本人（法人の場合は代表者）又は、本
人（代表者）から委任状のある方です。
（1）納税者本人（法人の場合は代表者）が請求さ
れる場合
①　本人であることを確認できるもの（運転
免許証・健康保険証等）
②　印鑑　個人の場合……認印

法人の場合……代表者印
（2）納税者本人（法人の場合は代表者）以外の代
理人が請求される場合
①　納税者本人の署名捺印（法人の場合は代
表者印）がある委任状
②　代理人本人であることを確認できるもの
（運転免許証・健康保険証等）

③　代理人の印鑑
２　交付手数料（収入印紙）
交付手数料は収入印紙での納付になりますの
で税務署へ来署される前に収入印紙を準備して
ください。
（1）納税証明書は「税目及び年分（事業年度）」
ごとに１枚につき400円分の収入印紙が必要に
なります。

※なお、詳しい内容や手数料（収入印紙）の金額
については、税務署までお問い合わせください。

問い合わせ先�金沢税務署☎261－3221

開 催 日�11月14日（水）～11月15日（木）

開催場所�石川県地場産業振興センター

（金沢市戸水町イ80）

参加対象者�源泉徴収義務者

主　　催�金沢税務署

※なお、説明会当日はお手数ですが、すでに送付さ

れております、

①　平成13年分年末調整のしかた

②　平成13年分法定調書と合計表の提出の手引

を必ずご持参ください。

税務署からのお知らせ 平成13年分 年末調整説明会

開催日

11月14日（水）

11月15日（木）

時　　間

13：45～15：45

09：45～11：45

13：45～15：45

本店法人のうち
ア行～サ行
本店法人のうち
タ行～ワ行
官公庁・支店法人
その他の法人及び個人

対象者

農業所得標準を作成するため、経営内容を調査す

る必要があります。

該当者には、調査票をお送りしてありますので、

下記期日までに提出してくださるようお願いしま

す。なお、調査票を提出されませんと、経費を控除

できないことがありますので必ず提出してくださ

い。

該 当 者�水田を耕作または貸している人

提出期限�11月16日（金）

提出場所�内灘町役場総務部税務課

農業経営内容調査票の提出のお願い

11月11日（日）～17日（土） 
税を知る週間 

 
この
社会あなたの税が生きている

国や地方公共団体は、私たち国民が豊かで安定した暮らしができるように、いろいろな活動を行っています。例
えば、私たちの身のまわりを見ても、社会福祉の充実、住宅や道路の整備、教育の振興など、その活動は幅広い分
野にわたっていますが、これらの経費は税によって賄われています。
税は、このように国や地方公共団体が活動するための大切な財源であり、私たちが生活の向上と安全を願う限り
どうしても負担しなければならない、共同社会を維持するためのいわば「会費」であるといえましょう。
国税庁では、税についてより深く知っていただくため、上記の期間を「税を知る週間」と定め全国統一キャンペ
ーンを実施しています。

▼
▼

▼
▼

▼

▼
▼

▼



緊急時の通報

十
一
月
九
日
（
金
）
〜
十
一
月
十

五
日
（
木
）
ま
で
全
国
一
斉
に
秋
季

火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
住

民
一
人
一
人
に
火
災
予
防
思
想
の
、

よ
り
一
層
の
普
及
を
図
っ
て
、
火
災

に
よ
る
死
傷
者
や
財
産
の
損
失
を
防

ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
寒
く
な
る
と
、
ス
ト
ー
ブ
等

の
暖
房
器
具
を
多
く
使
い
ま
す
の

で
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
消
防
訓
練
、
防
火
指
導
、

防
火
パ
レ
ー
ド
等
、
色
々
な
行
事
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。防

火
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、

運
動
期
間
中
、
十
二
時
・
十
七
時
に

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。
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消
防

だ
よ

り

秋
季
火
災
予
防
運
動
実
施

九
月
二
十
七
日
（
木
）
石
川
県
警
、

道
路
管
理
者
及
び
内
灘
町
消
防
本
部

合
同
の
交
通
事
故
総
合
訓
練
が
能
登

有
料
道
路
内
灘
料
金
所
付
近
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

訓
練
は
、「
乗
用
車
が
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
に
激
突
し
、
負
傷
し
た
運
転
手

が
車
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
。」
と

の
想
定
で
行
わ
れ
、
油
圧
救
助
器
具

を
使
用
し
た
負
傷
者
の
救
出
と
救
急

隊
に
よ
る
応
急
手
当
の
実
施
及
び
消

防
隊
に
よ
る
消
火
活
動
な
ど
が
本
番

さ
な
が
ら
に
緊
張
感
の
あ
る
充
実
し

た
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

能
登
有
料
道
路
に
お
け
る
交
通
事

故
は
、
多
く
の
負
傷
者
が
発
生
す
る

な
ど
の
大
規
模
救
急
救
助
に
つ
な
が

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
各
関
係
機
関

の
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
と
、
連
携

の
強
化
を
図
る
こ
と
が
、
再
確
認
さ

れ
訓
練
を
終
了
し
ま
し
た
。

能

登

有

料

道

路

交
通
事
故
総
合
訓
練

火
災
や
救
急
救
助
の
情
報
が
迅
速

正
確
に
消
防
署
へ
通
報
さ
れ
る
こ
と

を
目
的
に
、
毎
年
十
一
月
九
日
を

「
一
一
九
番
」
の
日
と
定
め
て
い
ま

す
。一

一
九
番
通
報
は
、
一
般
の
電
話

と
違
い
緊
急
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

気
が
動
転
し
て
、
上
手
に
場
所
な
ど

を
伝
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

通
報
内
容
は
す
べ
て
消
防
職
員
が

対
応
い
た
し
ま
す
。
通
報
は
、
あ
わ

て
ず
に
、
落
ち
着
い
て
、
は
っ
き
り

と
答
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め

に
、
電
話
機
の
そ
ば
に
は
、
一
一
九

番
通
報
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
貼
っ
て
お
く

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

標
語

「
た
し
か
め
て
。

火
を
消
し
て
か
ら

次
の
こ
と
」

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
ま
し

ょ
う
。 

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
し

ま
し
ょ
う
。 

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
し

ま
し
ょ
う
。 

住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る

住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る 

七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

七
つ
の
ポ
イ
ン
ト 

  
住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る

住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る 

七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

七
つ
の
ポ
イ
ン
ト 

  
住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る 

七
つ
の
ポ
イ
ン
ト 

  
―
三
つ
の
習
慣
・
四
つ
の
対
策
― 

 
三
つ
の
習
慣 

 

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。 

②
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用

し
ま
し
ょ
う
。 

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
を
備
え

ま
し
ょ
う
。 

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
り
近
所

の
協
力
体
制
を
作
り
ま
し
ょ
う
。 

四
つ
の
対
策 
 

緊
急
通
報
は
お
ち
つ
い
て
！火災・救急・救助は

119番 火災等情報案内 286-1999
消防署一般電話 286-3301

① 正しくダイヤルを回す。又はプッシュする。 
② 火災ですか、救急ですか。（火災・救急の区別をする） 
　 　例 「火災です」「救急です」 
③ 場所はどこですか？目標になるものはありますか。 
　 　例 「○○丁目の○○番地です」「○○小学校の前です」 
④ お名前は。 
　 　例 「○○です」 
⑤ 電話番号は。 
　 　例 「２○○－○○○○」 
⑥ 状況はどうですか。 
　 　例 「私の家の台所が燃えています」 
　 　　 「子どもがケイレンを起こしています」 
　 　　 「乗用車同士の事故でケガ人が２人います」 
　その他、男性・女性の区別、年齢等も聞きますので一つ一つ確実
に答えましょう。 

119番かけかたマニュアル 

※携帯電話で内灘管内から119
番通報した場合、一旦金沢市
消防本部に入った後に内灘町
消防本部に転送されるシステ
ムとなっています。 
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図

書
館
情

報

●『
み
ん
な
で
跳と

ん
だ
』
滝た

き

田た

よ
し
ひ
ろ
　
著

運
動
会
の
大
縄
跳
び
で
一
人
だ
け
跳
べ
な
い
子
が

い
ま
す
。
勝
つ
た
め
に
彼
を
外
す
か
、
一
緒
に
跳
ぶ

か
・・・。「
大
縄
跳
び
で
矢
部
ち
ゃ
ん
を
は
ず
し
て
跳
ぶ
の
は
い
や
な
ん
で
す
」

そ
し
て
当
日
、
奇き

跡せ
き

が
起
き
た
。
家
族
み
ん
な
で
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

愛
読
書
、
落
葉
を
は
さ
む

散
歩
み
ち
・・・。

◇
新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

パ
ソ
コ
ン
知
的
生
活
の
す
す
め

早は
や

勢せ

直
た
だ
し

仕
事
を
楽
し
む
人
逃
げ
る
人

鈴す
ず

木き

健け
ん

二じ

お
や
じ
の
せ
な
か

朝あ
さ

日ひ

新
聞
社

し
ん
ぶ
ん
し
ゃ

マ
ス
オ
さ
ん
の
み
そ
づ
く
り
指し

南な
ん

増
岡

ま
す
お
か

弘
ひ
ろ
し

忘ぼ
う

我が

の
た
め
い
き

小こ

池い
け

真
理
子

ま

り

こ

空
が
落
ち
る
上
・
下

シ
ド
ニ
ィ
・
シ
ェ
ル
ダ
ン

処し
ょ

方
箋

ほ
う
せ
ん

清し

水み
ず

博ひ
ろ

子こ

中
陰

ち
ゅ
う
い
ん

の
花は

な

玄
侑

げ
ん
ゆ
う

宗
久

そ
う
き
ゅ
う

お
す
ず

杉
本

す
ぎ
も
と

章あ
き

子こ

ニ
ッ
ポ
ニ
ア
ニ
ッ
ポ
ン

阿
部

あ

べ

和
重

か
ず
し
げ

エ
ー
ル

鈴す
ず

木き

光こ
う

司じ

ふ
た
た
び
の
虹

柴し
ば

田た

よ
し
き

他

多

数

図
書
館
情
報

図
書
館
に
対
す
る
ご
意
見
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
図
書
の
所
蔵
や

予
約
は
、
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン

か
ら
も
、
図
書
館
の
蔵
書
が
検
索
で

き
ま
す
。

☎
２
８
６
―

１
９
３
０

FAX
２
８
６
―

１
９
３
１

http://w
w
w
.tow

n.uchinada.
ishikaw

a.jp/osirase/toshokan

◇
今
月
の
オ
ス
ス
メ
の
本●『

お
母
さ
ん
の
手
、
だ
い
す
き
！
』

長
塚

な
が
つ
か

麻
衣
子

ま

い

こ

著

児
童
書
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
「
さ
っ
ち
ゃ

ん
の
ま
ほ
う
の
手
」。
そ
の
後
、
本
当
に
お
母
さ
ん
に
な
っ
た
ひ
と
り
の
「
さ

っ
ち
ゃ
ん
」
の
お
話
で
す
。
生
ま
れ
つ
き
人
と
違
う
か
た
ち
の
右
手
を
自
然
に

受
け
と
め
て
、
母
親
に
な
る
ま
で
を
綴
っ
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
感
動

の
涙
を
流
し
た
い
人
に
オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。

●『
屋
根
に
の
ぼ
っ
て
』

オ
ー
ド
リ
ー
・
コ
ル
ン
ビ
ス
　
著

代だ
い

田だ

亜
香
子

あ

か

こ

訳

表
紙
に
屋
根
の
上
に
す
わ
っ
て
い
る
意
思

い

し

の
強
そ
う
な
女
の
子
と
、
気
持

ち
よ
さ
そ
う
に
空
を
仰あ

お

い
で
い
る
小
さ
な
女
の
子
の
絵
が
あ
る
。
こ
の
子
た

ち
は
、
自
分
で
も
屋
根
に
の
ぼ
っ
て
き
た
理
由
が
は
っ
き
り
わ
か
ら
な
い
。

だ
け
ど
、
ど
う
し
て
も
お
り
た
く
な
い・・・。
読
み
進
む
う
ち
に
、
少
し
ず
つ

こ
の
子
た
ち
の
思
っ
て
い
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
今
ま
で
見
え
な
か
っ
た

も
の
に
気
付
き
、
素す

直な
お

な
気
持
ち
に
な
れ
る
本
。

〔
「
版
画
　
の
は
ら
の
う
た
」 

　
　
　
詩
・
く
ど
う
な
お
こ
　
童
話
社
刊
〕 

本
当
に
日
の
た
つ
の
は
早
い
も

の
で
、
私
が
七
月
一
日
に
図
書
館

に
異
動
に
な
り
、
は
や
三
ヵ
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
図
書
館

に
は
、
堅
い
本
や
難
し
い
本
ば
か

り
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

意
外
と
手
軽
に
読
め
る
話
題
の
小

説
や
料
理
・
手
芸
や
旅
行
等
生
活

に
役
立
つ
実
用
的
な
本
も
多
く
揃

っ
て
お
り
、
児
童
コ
ー
ナ
ー
に
は

絵
本
や
紙
芝
居
が
所
狭
し
と
並
ん

で
い
ま
す
。

最
初
の
こ
ろ
は
夏
休
み
と
重
な

っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
本
は
勿
論
の
こ

と
、
紙
芝
居
や
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
ま

で
借
り
に
来
る
人
の
多
い
の
に
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。

最
近
は
、
少
し
慣
れ
て
き
た
の

か
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
貸
出
や
返
却

の
時
に
手
に
す
る
本
に
目
が
止
ま

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
前

も
、
偶
然
娘
達
が
子
ど
も
の
頃
大

好
き
で
何
度
も
繰
り
返
し
読
ん
で

い
た
本
を
見
つ
け
ま
し
た
。
な
ん

だ
か
と
て
も
懐
か
し
く
、
う
れ
し

く
な
っ
て
借
り
て
帰
り
、
読
み
返

し
て
見
ま
し
た
。
い
つ
読
み
返
し

て
も
別
の
楽
し
さ
が
発
見
で
き
る

の
も
本
の
不
思
議
な
魅
力
か
な
。

こ
ん
な
気
分
ほ
か
の
人
に
も
分
け

て
あ
げ
た
い
な
・・・。
図
書
館
は
勉

強
す
る
と
こ
ろ
、
自
分
に
は
関
係

な
い
と
こ
ろ
と
思
っ
て
い
る
方
、

い
ま
せ
ん
か
？
親
子
で
、
ご
夫
婦

で
、
ち
ょ
っ
と
図
書
館
を
の
ぞ
き

に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。
本
と
の
ス

テ
キ
な
出
会
い
を
探
し
に
・・・
気
ま

ま
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
宮
岸
記
）

図
書
館
員
の 

ひ
と
り
ご
と
　 
 

3
そ
の 
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　共通 」 

ま
ず
は
「
Ｔ
Ａ
Ｘ
Ｉ
」
と
言
う
言
葉
で
す
。

（
日
本
語
で
「
タ
ク
シ
ー
」
と
言
い
ま
す
。）
こ

れ
は
世
界
中
ど
の
国
で
も
タ
ク
シ
ー
と
呼
ば
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。「
Ｔ
Ａ
Ｘ
Ｉ
」
は
九
ヶ
国

語
で
つ
づ
り
が
同
じ
で
す
（
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ

ツ
語
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ス
ペ
イ
ン

語
、
デ
ン
マ
ー
ク
語
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
語
、
オ
ラ
ン
ダ
語
）。

さ
ら
に
、
つ
づ
り
が
違
っ
て
も
発
音
が
似
て
い
る
国
が
多

い
そ
う
で
す
（
ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
中
国
、
韓
国
、

日
本
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
、
ロ
シ
ア
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
（
タ
ガ
ロ
グ
語
）、
イ
タ
リ
ア
な
ど
）。
す
ご

い
と
思
い
ま
せ
ん
か
？
な
ぜ
世
界
中
「
Ｔ
Ａ
Ｘ
Ｉ
」
で
通

じ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
私
は

答
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
度
海

外
に
行
く
と
き
は
通
じ
る
か

ど
う
か
を
ト
ラ
イ
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
だ
い
た
い
ど
こ

へ
行
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
通
じ

る
と
思
い
ま
す
よ
。

二
つ
目
は
「H

appy
B
irth
d
ay
to
you

」

と
言
う
歌
で
す
。
こ
の
歌
は
、
誕
生
日
に
歌
を

歌
う
習
慣
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
歌
詞
は
そ
の
国

の
言
語
に
な
っ
て
、
世
界
中
こ
の
歌
を
歌
っ
て

誕
生
日
を
祝
い
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
、
米
国
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
イ

タ
リ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
、
フ
ラ
ン
ス
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ア
ラ
ビ
ア
で
歌
わ
れ
、
こ
の
他
に
も
自

言
語
で
歌
う
国
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
日
本
で

は
英
語
で
歌
う
「H
appy

B
irthday

to
you

」」
み
た
い

で
す
ね
。

誕
生
日
を
祝
う
歌
が
各
国
に
少
な
か
っ
た
の
か
、
ま
た

「H
appy

B
irthday

to
you

」
の
曲
が
と
て
も
い
い
曲
だ

か
ら
広
ま
っ
た
の
か
、

ケ
ー
キ
と
と
も
に
こ

の
歌
を
歌
う
習
慣
が

伝
わ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ケ
ー
キ

が
な
い
国
は
日
本
を

含
め
て
誕
生
日
を
ど

の
よ
う
に
祝
っ
て
い

た
で
し
ょ
う
ね
。

三
つ
目
は
、
特
に
私
が
ず
っ
と
不
思
議
に
思

っ
て
い
た
も
の
で
す
。
そ
れ
は
、
ど
の
国
に
も

よ
く
見
ら
れ
る
床
屋
の
赤
と
白
と
青
で
グ
ル
グ

ル
回
る
も
の
で
す
。
他
の
国
か
ら
来
た
人
に
訪

ね
た
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ア

メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
韓
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
マ
カ
オ
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
の
床
屋
に
も

あ
り
ま
す
。
そ
う
言
え
ば
ど
う
し
て
美
容
院
に
は
な
い
の

で
し
ょ
う
・・・

さ
ー
、
こ
れ
は
ち
ゃ
ん
と
調
べ
て
み
ま
し
た
！
ま
ず
床

屋
の
赤
と
白
と
青
で
グ
ル
グ
ル
回
る
も
の
は
「signpole

」

（
サ
イ
ン
ポ
ー
ル
）
と
言
い
ま
す
。
昔
床
屋
さ
ん
は
医
者

の
役
割
も
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
外
国
の
も
の
だ
か
ら
、

日
本
で
こ
ん
な
に
も
普
及
し
て
い
る
の
は
考
え
て
み
れ
ば

不
思
議
で
す
ね
。

Number
１

皆
さ
ん
今
日
は
！
日
本
に
来
て
か
ら
あ
っ
と
い
う
間
に
二
ヶ
月
以
上
が
経
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
ま
だ
短
い
間
で
す
が
、
内
灘
町
民
、
友
達
や
役
場
の
人
の
お
陰
で
日
本
で
の
生
活
に

慣
れ
て
来
た
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

さ
て
、
世
の
中
に
は
不
思
議
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
世
界
中
の
ど
の
国
も
ま
る
で
約
束
し

た
か
の
よ
う
に
存
在
す
る
こ
と
が
三
つ
あ
り
ま
す
。
何
だ
と
思
い
ま
す
か
。

先
月
の
記
事
に
、
同
じ
も
の
で
も
、
国
に
よ
っ
て
見
方
が
異
な
る
時
が
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
書
き
ま
し
た
ね
。
今
回
は
と
て
も
不
思
議
な
現
象
に
つ
い
て
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
海

外
に
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
ま
た
は
留
学
経
験
の
あ
る
人
は
分
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

セ
ネ
ガ
ル
の
慣
習
の
ひ
と
つ
に
”命
名

式
“
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
新
し
い
命

の
誕
生
を
祝
う
儀
式
。
子
供
が
生
ま
れ
た

一
週
間
後
に
イ
ス
ラ
ム
教
の
お
坊
さ
ん
を

呼
ん
で
名
前
を
授
け
て
も
ら
い
、
お
祝
い

に
羊
を
絞
め
、
集
ま
っ
て
く
れ
た
人
々
に

ふ
る
ま
い
ま
す
。
昼
食
後
は
お
決
ま
り
の

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
。
娯
楽
の
少
な
い
こ
の

国
で
、
命
名
式
は
皆
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ

で
す
。

命
名
式
と
い
え
ば
子
供
が
主
役
の
よ
う

で
す
が
、
は
っ
き
り
い
っ
て
母
親
の
ワ
ン

マ
ン
シ
ョ
ー
。
朝
食
後
母
親
は
美
容
院
へ

お
め
か
し
に
出
か
け
、
何
時
間
も
か
け
て

髪
を
結
い
、
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
の
よ
う
な
化

　
セ
ネ
ガ
ル
便
り
（9）
 

バ
オ
バ
ブ
の
木
の
下
で
〜 

バ
オ
バ
ブ
の
木
の
下
で
〜 
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眉はすべて剃ってしまいます。
つまり、式の後しばらくは眉なし。

Number
2

Number
3
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「 各国の　

小
学
館
か
ら
出
て
い
る
「
渡
る
世
間
は
謎
ば
か
り
」
に

よ
る
と
、
赤
、
青
、
白
の
三
色
そ
れ
ぞ
れ
に
意
味
が
あ
り
、

赤
が
動
脈
、
青
が
静
脈
、
白
は
包
帯
を
象
徴
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
サ
イ
ン
ポ
ー
ル
は
そ
の
理
髪
外
科
医
の
名
残
だ

そ
う
で
す
。
理
髪
外
科
医
が
、
血
の
つ
い
た
包
帯
を
干
し

て
い
る
と
風
で
ク
ル
ク
ル
回
り
、
そ
れ
を
見
て
サ
イ
ン
ポ

ー
ル
を
思
い
つ
い
た
と
い
う
説
も
あ
る
そ
う
で
す
。
サ
イ

ン
ポ
ー
ル
の
上
は
丸
く
な
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
あ
れ
は
頭

を
意
味
し
、
サ
イ
ン
ポ
ー
ル
全
体
で
人
間
の
体
を
象
徴
し

て
い
ま
す
。
な
ん
と
も
奥
が
深
い
で
す
ね
。
で
も
、o

n
e

m
om
ent
please!

（
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！
）。
必
ず
サ
イ

ン
ポ
ー
ル
の
上
は
丸
く
な
ん
か
な
っ
て
い
た
っ
け
？
丸
い

の
が
正
式
で
、
他
の
が
そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。
本
当
に
不
思
議
な
も
の
で
す
ね
！

ま
た
、「
日
本
の
理
髪
店
に
サ
イ
ン
ポ
ー
ル
が
置
か
れ

た
の
は
明
治
初
期
で
、
五
人
の
理
容
師
が
横
浜
に
入
港
し

た
イ
ギ
リ
ス
船
内
の
サ
イ
ン
ポ
ー
ル
を
見
た
の
が
始
ま

り
」
と
い
う
こ
と
も
述
べ
て
い
ま
し
た
。
本
当
に
伝
わ
っ

た
の
は
明
治
時
代
な
の
だ
ろ
う
か
。
江
戸
時
代
の

浮
世
絵
な
ど
の
資
料
に
サ
イ
ン
ポ
ー
ル
が
残
っ

て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
な
ぜ
世
界

中
広
ま
っ
た
の
か
な
・・・床
屋
っ
て
ど
こ
の
地
域
、

国
に
も
大
昔
か
ら
あ
っ
た
は
ず
で
す
よ
ね
。
で
、

昔
日
本
で
は
自
分
の
家
で
髪
を
切
っ
て
い
た
の

か
な
・・・と
ま
た
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

☆ Did you know that…
'E' is the most frequently used letter
in the English Alphabet.

“I am”is the shortest complete
sentence in the English language.
“To whinge”is Australian slang for
“to complain constantly.”

Junko：What are you up to this weekend? 
じゅんこ：週末はなにするの？ 
 
Sayuri：Nothing much, but I thought that I may go for a drive. 
さ ゆ り：なんにもないけど、ドライブに行こうかなと思っているの。 
 
Junko：Really? I love driving, especially now that its Autumn. 
じゅんこ：本当に？ドライブは大好き、秋だしね。 
 
Sayuri：Yeah, I like the looking at the scenery, especially when   

the leaves change color. You can come along if you like. 
さ ゆ り：そう。景色を見るのが好きで、特に紅葉がきれい。来れば？ 
 
Junko：Really? Thanks! 
じゅんこ：本当に？ありがとう！ 

Sources:

Multiculturalpedia
www.word-detective.com/
www.thebirthdaycd.com/LearnHistory.htm

どうなん？It's mysterious!!!

粧
を
し
、
新
調
し
た
衣
服
を
身
に
着
け
、

全
く
の
別
人
と
な
っ
て
午
後
、
自
宅
に
登

場
し
ま
す
。
タ
ク
シ
ー
で
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
ガ
ン
ガ
ン
鳴
ら
し
な
が
ら
。

見
栄
っ
張
り
の
セ
ネ
ガ
ル
人
に
と
っ
て

は
、
母
親
が
ど
れ
だ
け
高
価
な
装
飾
を
身

に
付
け
た
か
、
昼
食
に
ど
れ
だ
け
お
金
を

か
け
た
か
、
そ
ん
な
こ
と
が
大
問
題
な
の

で
す
。
豪
勢
な
式
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

「
お
宅
の
式
は
よ
か
っ
た
わ
〜
」
と
皆
か

ら
賛
辞
を
得
ら
れ
る
と
い
う
わ
け
。
親
戚

一
同
か
ら
の
資
金
調
達
も
当
然
で
、
一
回

の
式
に
家
一
軒
分
！
な
ん
て
話
も
。
小
学

校
の
国
語
の
教
科
書
に
ま
で
「
女
性
た
ち

は
互
い
に
ラ
イ
バ
ル
意
識
を
燃
や
し
て
着

飾
る
」
と
あ
る
ほ
ど
で
、
ま
っ
た
く
私
の

理
解
を
超
え
た
大
イ
ベ
ン
ト
な
の
で
す
。

文
・
写
真
／
水
口
さ
ん
（
向
陽
台
）

（
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て

セ
ネ
ガ
ル
に
赴
任
中
）

彼
女
た
ち
の
髪
は
ち
ぢ
れ
て
長
く
伸
び
る
前
に
切
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
付
け
髪
を
糸
で
縫
い
付
け
て
ゴ
ー

ジ
ャ
ス
な
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
に
！
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表

彰

法
務
大
臣
表
彰

受
賞

奥
野
　
武
雄

氏
（
鶴
ヶ
丘
一
）

一
九
八
九
年
、
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
、

五
期
目
在
職
中
の
現
在
に
い
た
る
ま
で
の
永
き
に

わ
た
り
、
各
種
の
人
権
擁
護
活
動
に
精
励
さ
れ
、

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
平
和
な
社
会
の
実
現
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
月
第
三
金
曜
日
に
行
わ
れ
て
い
る
人
権
相
談
に
お
い
て
も
、

そ
の
豊
か
な
知
識
・
高
潔
な
人
格
を
も
っ
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

勲
六
等
瑞
宝
章
　
受
章

小こ

西に
し

與
三

よ

さ

松ま
つ

氏
（
向
陽
台
一
）

一
九
七
五
年
、
町
議
会
議
員
に
初
当
選
以
来
三

期
十
二
年
の
永
き
に
わ
た
り
議
員
を
務
め
ら
れ
ま

し
た
。

一
九
八
五
年
に
は
議
長
を
務
め
ら
れ
た
他
、
産

業
土
木
・
教
育
厚
生
常
任
委
員
長
、
決
算
特
別
委

員
会
委
員
長
を
歴
任
さ
れ
、
地
方
自
治
の
本
旨
実
現
に
多
大
の
ご
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
町
の
要
職
を
務
め
る
な
ど
内
灘
町
勢
の
振
興
、
発

展
に
多
大
の
寄
与
を
さ
れ
ま
し
た
。

打
越
伸
二
氏
　
教
育
委
員
長
に
再
任

内
灘
町
教
育
委
員
会
は
、
十
月
一
日
に
臨
時
会
を
開

催
し
、
教
育
委
員
長
に
打
越
伸
二
氏
を
再
選
し
ま
し
た
。

今
年
で
六
回
目
と
な
る
内
灘
町
子
ど
も
凧
遊
び
大
会

が
十
月
十
四
日
（
日
）
に
内
灘
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
や
や
風
が
弱
か
っ
た
も
の
の
、
絶
好
の
凧
日

和
で
、
参
加
し
た
百
五
十
名
の
子
ど
も
た
ち
は
、
自
作

の
タ
コ
の
形
を
し
た
凧
を
揚
げ
、
楽
し
み
ま
し
た
。
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
の
願
い
札
を
貼
っ
た
十
二
畳
の
大
凧

揚
げ
に
、
父
母
ら
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
見
事
に
舞
い
上

が
り
ま
し
た
。

東
京
か
ら
は
、
今
回
の
タ
コ
の
凧
を
考
案
し
た
小
関

氏
と
日
本
の
凧
の
会
の
事
務
局
長
で
あ
る
堤
氏
も
応
援

に
駆
け
つ
け
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
父
母
ら
も
凧
揚

げ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

入
賞
者
は
左
記
の
皆
さ
ん
で
す
。

〔低学年の部〕 

 
内灘凧名人賞 
　  （２名） 
 
内灘凧博士賞 
　  （４名） 
 
 
 
ドリーム賞 
　  （６名） 

   名　　前（地　区） 
中新　啓介（西荒屋） 
高市　杏奈（鶴ヶ丘２） 
大村　優輔（向粟崎５） 
山田　竜司（大根布６） 
樫村　美佳（千鳥台１） 
西村　美紗（向陽台１） 
大谷　慧祐（宮坂） 
安田　尚矢（鶴ヶ丘５） 
浜田　昌利（向粟崎３） 
喜多満理奈（鶴ヶ丘４） 
大島　夏海（鶴ヶ丘４） 
三谷　彩加（緑台１） 

〔高学年の部〕 

 
内灘凧名人賞 
　  （２名） 
 
内灘凧博士賞 
　  （４名） 
 
 
 
ドリーム賞 
　  （６名） 

   名　　前（地　区） 
大谷宗一郎（宮坂） 
谷口　　香（向陽台１） 
大門　弘明（向陽台２） 
品田　悠樹（向陽台２） 
加来奈々子（千鳥台３） 
室崎菜々緒（向粟崎２） 
鳥山　耕平（鶴ヶ丘３） 
北上　　慎（向陽台２） 
中根　匡洋（鶴ヶ丘４） 
桐山　貴衣（向陽台２） 
寺田　有沙（千鳥台２） 
山田　優紀（鶴ヶ丘５） 
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砂
丘
フ
ェ
ス
タ

五木寛之 いつきひろゆき

略歴
1932年、福岡県に生まれる。

1947年、北朝鮮より引き揚げ。早

稲田大学文学部ロシア文学科中退。

1966年、「さらばモスクワ愚連隊」で小説現代新

人賞、「蒼ざめた馬を見よ」で第56回直木賞受賞。

「青春の門」で吉川英治文学賞をうける。代表作は

「朱鷺の墓」「戒厳令の夜」「蓮如」「大河の一滴」な

ど。先頃、英語版「TARIKI」がニューヨークはじめ、

世界５ヶ国で同時発売となり、大きな反響を呼んで

いる。

現在、直木賞、泉鏡花文学賞、吉川英治文学賞そ

の他多くの選考委員をつとめる。横浜市在住。

田川寿美 たがわとしみ

略歴
1975年、和歌山県に生まれる。

1992年４月、日本コロンビアから

「女…ひとり旅」で、デビュー。そ

の年、レコード大賞など数々の新人賞を受賞。1997

年「しゃくなげの雨」で日本歌詞大賞、1998年「哀

愁港」で日本有線大賞有線音楽優秀賞、レコード大賞

優秀作品賞、1999年「北海岸」でレコード大賞優秀

作品賞、2000年「こぼれ月」日本有線大賞有線音楽

優秀賞、レコード大賞優秀作品賞を受賞。2001年

「内灘哀歌」を歌う。紅白歌合戦出場３回。

日時：2001年11月18日（日）午後３時～（午後２時30分開場）

会場：内灘町文化会館

第一部　五木寛之氏講演

第二部　田川寿美コンサート
曲目・内灘愁

しゅう

歌
か

・内灘哀
あ い

歌
か

ほか

2001

サンセットブリッジ内灘開通記念

五木寛之＆田川寿美論楽会

内灘砂丘フェスティバル

入場協力金

前売券発売所／内灘町各公民館、内灘町文化会館、おきの書房、香林坊大和、名鉄丸越、香林坊プレイガイド（KOHRINBO109）

ご利用の方は、11月15日までにご予約ください。
問い合わせ先：フェスティバル実行委員会事務局 ☎286－6716託児ルーム（無料）があります。

前売券：1,500円（全席自由） 当日券：1,700円

内灘砂丘フェスティバル
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た
う
ん
フ
ォ
ー
カ
ス

皆様からのご連絡お便り、お待ちしています。

く
り
く
橋
の
日

は
し
の
橋
コ
ン
テ
ス
ト

ほ

全
国
都
市
緑
化
い
し
か
わ
フ
ェ
ア

夢
み
ど
り
い
し
か
わ
２
０
０
１

内
灘
中
学
校
の
園
芸
委
員
の
三
年
生
、
有
志
五

名
に
よ
る
作
品
。
二
つ
の
山
を
作
り
、
内
灘
町
の

風
景
を
再
現
す
る
点
、
七
種
類
の
花
を
使
い
、
色
、

高
さ
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
の
が
大
変
だ
っ
た
と

か
。内

灘
の
北
と
南
を
結
ぶ
新
し
い
橋
は
、
こ
れ
か

ら
の
町
の
二
十
一
世
紀
、
二
十
二
世
紀
・・・と
未
来

に
つ
な
ぐ
大
い
な
る
か
け
は
し

●

●

で
す
。

る
さ
と
花
壇

コ
ン
ク
ー
ル

ふ

向
小
キ
ッ
ズ
チ
ー
ム

「
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
ブ
リ
ッ
ジ
」

ア
イ
デ
ア
賞

ス
タ
ー
＆
ス
タ
ー
チ
ー
ム

「
ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ
」

ユ
ー
モ
ア
賞

「
内
灘
の
未
来
と
夢
の
か
け
は
し

●

●

」

橋
に
取
り
付
け
た
水
車
、
風
車
が
回
る
よ

う
に
作
ら
れ
、
水
力
、
風
力
発
電
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
と
い
う
、
環
境
に
や
さ
し
い
逸
品
。

曲
線
部
分
の
作
成
に
最
も
苦
労
し
た
と
か
。

稼
動
す
る
水
車
、
風
車
と
い
う
ま
さ
に
ア
イ

デ
ア
の
勝
利
と
い
っ
た
受
賞
で
す
。

夢
と
希
望
を
集
め
、
幸
せ
を
世
界
の
子
ど
も
た

ち
に
振
り
ま
い
て
い
る
様
子
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
こ

の
作
品
。
十
二
種
類
も
の
花
を
使
い
、
バ
ラ
ン
ス

に
気
を
使
っ
た
と
い
う
だ
け
あ
り
、
そ
の
色
合
い

は
実
に
彩
や
か
。
小
学
校
部
門
三
十
一
校
出
場
の

中
、
見
事
入
選
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

星
と
月
を
あ
し
ら
い
、
天
の
川
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
と
い
う
作
品
。
内
灘
大
橋
も
開
通
す

る
こ
と
か
ら
「
は
し
」
に
興
味
を
持
ち
、
取

り
組
ん
だ
と
い
う
本
作
品
は
、
実
に
三
百
本

を
超
え
る
ワ
リ
バ
シ
を
使
用
す
る
大
作
と
な

っ
た
。
女
の
子
ら
し
い
実
に
夢
の
あ
る
作
品

と
な
り
ま
し
た
。

内
灘
中
学
校

最
優
秀
賞

受
賞

「
マ
ナ
ビ
ー
が
は
こ
ん
で
く
れ
た
夢
」

向
粟
崎
小
学
校
　
入
賞



鶴
ヶ
丘
小
学
校

九
月
二
十
五
日
（
火
）
鶴
ヶ
丘
小
学
校
の
五
・

六
年
生
の
総
合
学
習
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
米

作
り
体
験
学
習
の
稲
刈
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
五

月
に
生
徒
た
ち
の
手
で
植
え
ら
れ
た
苗
は
見
事
な

ま
で
に
成
長
し
、
立
派
な
稲
穂
を
つ
け
ま
し
た
。

当
初
よ
り
お
世
話
い
た
だ
い
て
い
る
高
道
さ
ん

も
「
だ
い
た
い
六
俵
分
く
ら
い
か
な
。
な
か
な
か

の
出
来
」
と
、
頬
を
ゆ
る
め
て
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
十
二
月
に
生
徒
の
手
で
餅
つ
き
を
行

い
、
全
学
年
で
楽
し
め
る
「
収
穫
祭
」
を
行
う
予

定
。
ど
ん
な
餅
が
出
来
上
が
る
か
今
か
ら
楽
し
み

は
ふ
く
ら
む
ば
か
り
で
す
。
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稲

内
灘
町
大
学
１
丁
目
２
番
地
１

☎
２
８
６
│
６
７
２
０

〒
９
２
０
│

０
２
９
２

内
灘
町
役
場
総
務
課
広
報
係

FAX
２
８
６
│
０
６
１
７

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
自
然
を
愛
す
る
気

持
ち
を
育
ん
で
も
ら
お
う
と
、
粟
崎
郵
便
局
よ
り

町
内
各
保
育
所
に
対
し
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

十
月
一
日
（
月
）
鶴
ヶ
丘
東
保
育
所
に
お
い
て

贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
粟
崎
郵
便
局
　
櫻
井
局
長
か

ら
「
み
ん
な
で
お
世
話
し
て
、
元
気
な
花
を
咲
か

せ
て
く
だ
さ
い
」
と
園
児
代
表
二
名
中
井
将
也
く

ん
、北
理
佳
子
さ
ん
に
球
根
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
切
に
育
て
ま

す
」
と
園
児
一
同
、
声
を
揃
え
て
こ
た
え
、
お
礼

に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
歌
を
披
露
し
ま
し
た
。

わ
い
い
園
児
に

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
贈
呈
！

か

十
月
十
七
日
（
水
）
内
灘
体
育
館
に
お
き
ま
し
て

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
十
六
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
お
よ
そ
七
百
名

の
選
手
が
集
ま
り
、
ク
ラ
ブ
対
抗
形
式
で
勝
敗
を
競

い
ま
し
た
。

ラ
ケ
ッ
ト
リ
レ
ー
、
ボ
ー
ル
送
り
ゲ
ー
ム
等
五
種

目
が
行
わ
れ
、
選
手
達
み
な
そ
れ
ぞ
れ
、
思
い
思
い

に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
歓
声
、
笑
顔
の
絶
え
な
い
本

大
会
、
選
手
た
ち
は
お
互
い
の
健
康
を
喜
び
あ
い
ま

し
た
。

齢
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

高 町
内
各
地
区
に
お
い
て
秋
の
祭
礼
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
獅
子
舞
、
棒
振
り
に
奴
、
お
神
輿
に
子
ど
も
神

輿
。
各
祭
礼
の
華
で
あ
る
だ
け
に
、
地
区
に
よ
っ
て

そ
の
形
態
は
様
々
。
出
店
も
多
く
、
非
常
に
に
ぎ
や

か
な
秋
の
祭
礼
。
地
元
だ
け
で
な
く
、
他
の
祭
礼
を

見
比
べ
て
み
る
の
も
お
も
し
ろ
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

の
祭
礼

秋

刈
り
体
験
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暮
ら
し
の
情
報

役 場 代 表 286－1111

町　民　部

町民生活課 286－6701
保健センター 286－6101
保険年金課 286－6702

介護保険室 286－6703

産業建設部

産業経済課 286－6708

建　設　課 286－6710

都市計画課 286－6712

北部開発対策室 286－6713

教育委員会
生涯学習課 286－6716
学校教育課 286－6717

総　務　部
総　務　課 286－6720
総務課受付 286－6721
企画調整課 286－6723
税　務　課 286－6706

企　業　局
水　道　課 286－1115
下水道課 286－6718

出　納　室 286－6707
議会事務局 286－6715
消 防 本 部 286－3301
図　書　館 286－1930
文 化 会 館 286－1123
働く婦人の家 237－6440
屋内温水プール 286－1800
（財）公共施設等管理公社

286－1800
社会福祉協議会

286－6950

お問い合わせは
こちらまで

申
込
期
限
▼
11
月
19
日
（月）

申
込
先
▼
〒
９
２
０
―
０
２
９
２

内
灘
町
大
学
１
丁
目
２
―
１

内
灘
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

そ
の
他
▼
テ
キ
ス
ト
代

・
初
心
者
コ
ー
ス
　
１，

０
０
０
円

・
エ
ク
セ
ル
コ
ー
ス
１，

５
０
０
円

「
い
し
か
わ
の
観
光
」

―
内
灘
町
編
―

11
月
17
日
（土）
に
テ
レ
ビ
金
沢
の
番
組
「
い
し

か
わ
の
観
光
」
で
《
ま
ち
自
慢
・
ひ
と
自
慢
》

に
内
灘
町
が
放
映
さ
れ
ま
す
。

内
容
は
、
内
灘
大
橋
を
メ
イ
ン
に
し
、
そ
の

周
辺
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り
と
紹
介
し
ま
す
。
放

映
時
間
は
、
午
前
11
時
45
分
〜
正
午
ま
で
の
15

分
間
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

パ

ソ

コ

ン

講

習

に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

12
月
の
Ｉ
Ｔ
基
礎
技
能
講
習
会

内
容
▼
・
文
書
作
成

・
表
計
算
（
エ
ク
セ
ル
重
点
コ
ー
ス
の
み
）

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
　
・
電
子
メ
ー
ル

対
象
者
▼
県
内
在
住
の
成
人

会
場
▼
内
灘
町
役
場
１
階
１
０
１
会
議
室

申
込
方
法
▼
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
コ

ー
ス
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

生
涯
学
習
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
コ
ー
ス
は
第
１
・
第
２
希
望
ま
で
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。
定
員
を
超
え
た
コ
ー
ス
は
第

２
希
望
で
調
整
し
ま
す
。）

多
数
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

場
　
所
▼
働
く
婦
人
の
家

受
講
料
▼
材
料
費
と
し
て

１
人
１
回
１，

５
０
０
円

持
ち
物
▼
エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル
・
フ
キ
ン

定
　
員
▼
15
名

締
切
日
▼
１
回
目
　
11
月
22
日
（木）

２
回
目
　
11
月
30
日
（金）

※
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※
締
切
日
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

働
く
婦
人
の
家
（
月
〜
金
　
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
）

内
灘
町
初
心
者
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室

参

加

者

募

集

気
軽
に
楽
し
く
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
飛
ん
で
、

さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ス
ト
レ
ス
発
散
や
体
力
づ
く
り
に
も
良
い
で

す
よ
。
性
別
・
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
毎
週
水
曜
日
　
午
後
８
時
〜
10
時

場
所
▼
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先
▼
生
涯
学
習
課

働

く

婦

人

の

家

『
料
理
教
室
の
ご
案
内
』

講
師
▼
加
藤
　
重
和

（
青
木
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
講
師
）

●
第
１
回
　
酒
の
肴
と
年
越
し
蕎
麦

メ
ニ
ュ
ー

鍋
　
　
　
　
・
鴨
南
蛮
釜
揚
げ
蕎
麦

酒
の
肴
　
　
・
烏
賊
の
黄
金
和
え

・
牛
昆
布
〆
網
焼
き

・
中
華
風
な
ま
す

デ
ザ
ー
ト
　
・
林
檎
風
味
芋
金
団

日
時
▼
12
月
２
日
（日）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

●
第
２
回
　
お
せ
ち
料
理
と
お
雑
煮

メ
ニ
ュ
ー

お
せ
ち
５
種

・
鰻
入
り
錦
卵
・
鶏
の
八
幡
巻
き

・
海
老
南
蛮
酢
紅
白
衣
・
明
太
子
煮
凍
り

・
芋
の
子
、
豚
肉
旨
煮

お
雑
煮
　

・
か
に
の
沢
雑
煮

日
時
▼
12
月
７
日
（金）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

※
男
女
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

コース▼ 各コース定員28名

※以前受講された方の再受講も受け付けますが、申込み多数の

場合は初回受講の方を優先します。

コース

Ａ－11

Ａ－12

Ｂ－11

Ｂ－12

Ｃ－ 8

Ｃ－ 9

3、4、5、6日

10、11、12、13日

3、4、5、6日

10、11、12、13日

3、4、5、6、7、8日

10、11、12、13、14、15日

午前９時
～12時

午後１時
～４時

午後７時
～９時

内　　容 日　　程 時　　間

パソコン初心者

エクセル重点

エクセル重点

パソコン初心者

エクセル重点

パソコン初心者
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菊
薫
る
文
化
・
芸
術
の
祭
典

第
26
回
内
灘
町
総
合
文
化
祭

内
灘
町
総
合
文
化
祭
が
、
町
文
化
会
館
を
主

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

多
数
の
方
々
の
観
賞
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

場
所
▼
内
灘
町
文
化
会
館

日
程
▼

◎
作
品
展
示

11
月
10
日
（土）
〜
11
日
（日）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

絵
画
・
工
芸
・
書
・
写
真
・
俳
文
学

華
道
・
菊
花
・
花
の
会

国
際
コ
ー
ナ
ー

◎
芸
能
発
表

11
月
11
日
（日）

午
前
11
時
〜

お
茶
会

11
月
11
日
（日）

午
後
１
時
〜

謡
曲
・
邦
楽
・
詩
吟
・
民
謡

大
正
琴
・
和
太
鼓

◎
競
技
部
門

11
月
11
日
（日）

午
前
９
時
〜

か
る
た
大
会
（
ア
カ
シ
ア
公
民
館
）

11
月
18
日
（日）

午
前
９
時
〜

囲
碁
大
会
（
緑
台
公
民
館
）

将
棋
大
会
（
中
央
公
民
館
）

※
な
お
、
芸
能
発
表
後
、
お
楽
し
み
抽
選
会
を

行
い
ま
す
。
芸
術
の
秋
を
心
ゆ
く
ま
で
、
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

町
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
ゴ
ミ
減
量
・
エ
コ
ラ
イ
フ
を
考
え
る
」

お
し
ゃ
れ
に
ゴ
ミ
ダ
イ
エ
ッ
ト
・

わ
た
し
の
く
ら
し
！

作
り
過
ぎ
、
買
い
過
ぎ
、
使
い
過
ぎ
、
あ
な

た
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
膨
ら
み
す
ぎ
て
い
ま

せ
ん
か
？

今
、
ご
み
減
量
は
も
ち
ろ
ん
、
ゴ
ミ
に
つ
い

て
多
く
を
知
り
、
お
し
ゃ
れ
な
エ
コ
ラ
イ
フ
を

め
ざ
し
、
今
す
ぐ
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
始
め
ま
し
ょ

う
！

日
程
▼
12
月
２
日
（日）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
45
分

場
所
▼
内
灘
町
役
場
町
民
ホ
ー
ル

基
調
講
演
▼
三
国
　
千
秋
（
北
陸
大
学
教
授
）

テ
ー
マ

「
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
（
環
境
に
や
さ
し
い
）

ま
ち
作
り
へ
向
け
て
」

主
催
▼
内
灘
町
連
合
婦
人
会

内
灘
町
壮
年
会
協
議
会

共
催
▼
内
灘
町
教
育
委
員
会

内
灘
町
学
び
の
風
推
進
協
議
会

パ
ネ
リ
ス
ト

木
津
　
智
子
（
名
城
大
学
大
学
院
生
）

土
橋
登
志
子
（
エ
コ
ラ
イ
フ
実
践
家
）

荒
井
　
三
郎
（
石
川
県
環
境
安
全
部
環
境
政
策
課
長
）

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

三
国
　
千
秋

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

多
田
　
美
代（内

灘
町
学
び
の
風
推
進
協
議
会
副
会
長
）

Ｘ’
ｍ
ａ
ｓ
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
▼
12
月
16
日
（日）

午
後
０
時
30
分
　
開
場

午
後
１
時
　
　
　
ス
タ
ー
ト

場
所
▼
内
灘
町
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

１
st

午
後
１
時
〜

キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
、ク
リ
ス
マ
ス
の
お
話
、

イ
ン
ト
ロ
ク
イ
ズ
、
そ
の
他
・・・

２
nd

午
後
２
時
30
分
〜

バ
ン
ド
に
よ
る
演
奏

♪
恋
人
が
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

♪
恋
は
あ
せ
ら
ず

♪
ビ
ー
ト
ル
ズ
ナ
ン
バ
ー
か
ら
４
曲

そ
の
他
様
々
な
音
楽
が
聴
け
る
よ
！

入
場
料
▼

大
人
１，

０
０
０
円
　
子
ど
も
５
０
０
円

（
１
ド
リ
ン
ク
つ
き
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
▼
内
灘
町
文
化
会
館

主
催
▼
Ｆ
Ｍ
Ｌ

共
催
▼
内
灘
町
教
育
委
員
会

後
援
▼
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

問
い
合
わ
せ
先
▼

内
灘
町
青
年
団
事
務
局

☎
２
８
６
―
６
７
１
６

夕
陽
ヶ
丘
苑
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

痴
呆
予
防
「
陽
だ
ま
り
介
護
教
室
」

の

お

知

ら

せ

今
年
の
介
護
教
室
も
残
す
と
こ
ろ

あ
と
２
回
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
あ
る
い
は
過
去
に
痴
呆
の
介
護
経
験
の

あ
る
方
、
将
来
の
た
め
に
と
お
考
え
の
方
も
、

ど
な
た
で
も
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

場
所
▼
夕
陽
ヶ
丘
苑
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

申
込
み
▼
資
料
・
材
料
の
準
備
上
、
５
日
前
ま

で
に
お
電
話
で
、
左
記
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

夕
陽
ヶ
丘
苑
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
２
８
６
―
９
９
１
２

料
金
▼
無
料

暮
ら
し
の
情
報

キャンドルサ
ービスや

大抽選会
その他…

子どもから大
人まで

楽しめる企画
が盛り沢山！

　

月 日 曜日 回数 内　　　容時　間

11

12

21

14

（水）

（金）

第6回

第7回

元気な脳で痴呆予防
～大切な食事：調理実習～

15：00

〜

16：30

13：30

〜

15：00

講演「支え合う介護」
呆け老人を抱える家族の会

石川県支部　代表
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第３期

介護保険からのお知らせ　11月は介護保険料の納期です

国
民
健
康
保
険
か
ら
の

お

知

ら

せ

被
保
険
者
証
の
更
新
は
、

お
済
み
で
す
か
。

旧
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、
９
月
30

日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
、
更
新
の

手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
保
険
年
金
課

で
更
新
の
手
続
き
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

旧
の
被
保
険
者
証
及
び
印
鑑
を
持
参
し
、
更
新

さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

65
歳
か
ら
医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

内
灘
町
で
は
65
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
（
１
日

生
ま
れ
の
方
は
誕
生
月
）
か
ら
か
か
っ
た
医
療

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
該
当
者
▼
昭
和
11
年
12
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方

注：

老
人
保
健
法
が
適
用
さ
れ
て
い
る
方

（
70
歳
以
上
の
方
及
び
65
歳
以
上
の
障
害

認
定
を
受
け
た
方
）
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

申
請
受
付
開
始
日
▼
11
月
19
日
（月）

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
▼
印
鑑
、
健
康
保
険

証
、
銀
行
預
金
通
帳
（
受
給
者
本
人
の
口
座

番
号
の
わ
か
る
も
の
）

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険（
社
会

保
険
・
共
済
等
）
に
加
入
の
方
も
申
請
で

き
ま
す
。

○普通徴収（口座振替・納付書による金融機関への納付）
平成12年度中に65歳に到達し、第１号被保険者の資格を取得された方は、原則、平成13年10月から納付方法

が年金からの天引き（特別徴収）に変更となっておりますので、ご注意ください。

平成13年度中に65歳に到達される方については、平成14年９月までは普通徴収となります。

（普通徴収の納期）

普通徴収（年金から天引きとならない方）の平成13年度第３期分の納期限は、11月30日（金）
です。納め忘れのないようにお願いします。

○特別徴収（年金からの天引き）
現在、年金から天引きされている方の10月以降の保険料額については、９月をもって軽減措置が終了し、天引

き額が約２倍となっておりますので、ご注意ください。

◎介護保険に関するお問い合わせは　保険年金課介護保険室　☎286－6703（直通）

平成13年度

第１期 第４期 第５期

７月10日～

７月31日

９月１日～

10月１日

11月１日～

11月30日

１月１日～

１月31日

３月１日～

４月１日

平成13年度の介護保険料

保険料の納入には便利な口座振替を

保険料の納入には口座振替による納入が便利です。金融機関・

郵便局・役場で手続きができます。

年 金 の お 届 け も お 忘 れ な く

年金についての届け出が遅れると、年金が受けられなくなり、

介護保険料の天引きができなくなる場合があります。年金の現況

届は速やかに提出しましょう。

第２期
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11月は国民年金制度推進月間です。国民年金について理解を深め、制度の「現在」そして「これから」をみんな

で考えましょう。

○公的年金に正しい理解を
公的年金の中でも中心となるのは老後の所得保障であり、高齢者の生活を実質的に支えていくことをその役割

としています。

もしも公的年金制度がなかったら、老後の生活はどうしたらいいのでしょうか。自分の子に経済的に頼るか、

老後に備えて若いときから貯蓄をしておくなど個人の自助努力で対応していくしかありません。

また、物価の変動などの経済情勢の変化を的確に予想することは困難であることや個人個人にとって何歳まで

生きられるのかは不確実であることなどを考えれば、個人の自助努力のみで完全な老後生活の設計を行うことに

は限界があります。

公的年金制度は、このような状況の中で長い老後の生活を安心できるものにするために、社会全体で高齢者の

生活を支えていく仕組みが必要であるという考え方のもとで形成されてきた制度です。

○公的年金は世代間扶養です
公的年金制度は「世代間扶養」の仕組み、すなわち「世代と世代の支え合い」を基本理念として成り立ってい

ます。

つまり、現役世代は保険料を納めることによって現在の高齢者の生活を支え、自らが将来高齢者になったとき

には、現役時代の保険料納付という社会的貢献度の実績に応じて、そのときの現役世代の支払う保険料を財源と

した年金給付を受けるという仕組みです。

たとえ、自分はまだ年金をもらっていなくても、親の老後の心配をせずに安心して暮らしていられるのは、社

会全体で支える公的年金があるからであり、現役世代も公的年金の恩恵を間接的に受けていると言えるのです。

－扶養親族等申告書の提出を－

国民年金や厚生年金保険などの老齢年金

は、「雑所得」として所得税の課税対象とさ

れています。

課税される方には、社会保険業務センター

から11月中旬に「扶養親族等申告書」が送

付されます。申告書は期限までに忘れずに提

出してください。

「扶養親族等申告書」は、所得税の控除を

受けるための大切な届です。くわしくは、お

近くの社会保険事務所におたずねください。

なお、障害年金、遺族年金などは課税され

ません。

『明日のあなたを考えて……
年金はあなたが主人公です。』

公的年金について

年金と税金について
Q&A●● ●●●●Q&A●●●●●●Q&A●●●●●●Q&A●●●●●●Q&A●●●●●●Q&A●●

●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A

●
●●●●●Q&A●●●●●●Q&A●●●●●●Q&A●●●●●●Q&A●●●●●●Q&A●●●●●●

Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●

●
●

会社で厚生年金に加入していましたが、転職を希
望して退職しました。再就職も３ヶ月後に内定して
いますが、その間の空白期間は国民年金に加入し、
保険料を納めなくてはいけないのでしょうか。

わが国の年金制度では、20歳から60歳になるまでの間、必ず何ら
かの年金制度に加入しなければならないことになっています。つまり、
制度上「空白期間」というものは存在しませんので、再就職までの間、
たとえ３ヶ月であっても、国民年金に加入し、保険料を納める必要が
あります。納めていない期間を放置しておきますと、時効で納められ
なくなり将来年金額が少なくなったり、年金がもらえなくなるといっ
たことになりかねません。
さっそく、市役所・町村役場の国民年金担当窓口で年金手帳、退職
年月日の分かるものをお持ちになり国民年金加入の届出をしてくださ
い。
また、あなたに扶養されていた配偶者がいる場合、あなたが就職あ
るいは離職の都度、あなただけでなく配偶者の届出も必要となります。
保険料は、再就職までの間、それぞれが納めることになります。

ＡＡＡＡ

ＱＱＱＱ
再就職までの間も国民年金に加入しなくてはい
けません。
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サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
浴
場
の
機

械
設
備
工
事
の
た
め
、
11
月
24
日
（土）
か
ら
12
月

７
日
（金）
ま
で
の
間
、
休
館
い
た
し
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
は
期
間
中
通
常
ど

お
り
営
業
い
た
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

骨
髄
バ
ン
ク
登
録
に
ご
協
力
を

白
血
病
な
ど
の
血
液
難
病
は
、
以
前
は
有
効

な
治
療
法
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
骨
髄
移

植
に
よ
り
健
康
が
取
り
戻
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
骨
髄
を
提
供
し
て
く
だ

さ
る
方
が
足
り
ま
せ
ん
。
骨
髄
バ
ン
ク
登
録
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
骨
髄
ド
ナ
ー
の
登
録
は
、
常
時
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
保
健
所

ま
た
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

（財）
骨
髄
移
植
推
進
財
団

〒
１
６
０
―
０
０
２
２

東
京
都
新
宿
区
新
宿
２
―
13
―
12

新
宿
IS
ビ
ル
８
階

☎
０
１
２
０
―
４
４
５
―
４
４
５

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

石
川
県
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課

〒
９
２
０
―
８
５
８
０

金
沢
市
広
坂
２
丁
目
１
番
１
号

☎
２
２
３
―
９
１
５
０

０
〜
５
歳
の
乳
幼
児
に
医
療
費

助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

内
灘
町
で
は
０
〜
５
歳
の
乳
幼
児
が
病
気
に

か
か
っ
た
時
は
、
医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
出
生
届
と
同
時
に
、
申
請
の
う
え
、
医

療
証
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
０
歳
児
は
各
月
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
の

全
額
。
１
歳
児
か
ら
５
歳
児
は
各
月
の
医
療

費
の
自
己
負
担
額
か
ら
千
円
を
差
し
引
い
た

額
を
助
成
し
ま
す
。

※
医
療
証
の
交
付
申
請
に
必
要
な
も
の

保
険
証
、
印
鑑
、

保
護
者
名
義
の
預
金
口
座
番
号

※
助
成
金
の
請
求
申
請
に
必
要
な
も
の

医
療
証
、
印
鑑
、、
医
療
費
の
領
収
書
、

保
険
証

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
生
活
課

乳
幼
児
医
療
費
・
心
身
障
害
者

医
療
費
の
振
込
案
内
に
つ
い
て

11
月
よ
り
振
込
を
も
っ
て
案
内
に
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
預
金
通
帳
に
て
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

日
時
・
内
容
等
▼

場
所
▼
県
立
看
護
大
学
研
修
室
、
体
育
館

対
象
者
▼
40
〜
50
歳
代
で
３
回
継
続
し
て
参
加

が
可
能
な
方
（
河
北
郡
在
住
）

定
員
▼
40
名
（
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

受
講
料
▼
無
料

申
込
期
間
▼
11
月
５
日
（月）
〜
11
月
15
日
（木）

申
込
方
法
▼
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
記
載
）
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

〒
９
２
９
―
１
２
１
２

河
北
郡
高
松
町
字
中
沼
ツ
７
番
１

石
川
県
立
看
護
大
学
附
属
地
域
ケ
ア
総
合
セ

ン
タ
ー
（
☎
２
８
１
―
８
３
０
７

FAX
２
８
１
―
８
３
０
９
）

金
沢
医
科
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
　

第
39
回
土
曜
ふ
れ
あ
い
た
い
む
　

金
沢
医
科
大
学
病
院
で
は
、
患
者
さ
ん
、
地

域
住
民
の
方
々
の
心
の
ケ
ア
と
い
う
点
に
重
点

を
置
き
、
み
な
さ
ん
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
て
も
ら
い
、
心
を
癒
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、

病
院
正
面
玄
関
ロ
ビ
ー
を
開
放
し
て
、
月
に
１

回
「
土
曜
ふ
れ
あ
い
た
い
む
」
を
開
催
し
て
お

り
ま
す
。

広
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
く
だ
さ
る

方
々
を
募
り
ま
し
た
結
果
、
今
回
、
内
灘
町
向

粟
崎
公
民
館
で
教
室
を
開
い
て
い
る
舞
踊
孝
藤

流
ま
り
佳
支
部
が
出
演
し
ま
す
。

五
木
寛
之
氏
作
詞
の
内
灘
哀
歌
の
初
披
露
。

簡
単
な
振
り
付
け
指
導
を
お
こ
な
い
、
一
緒
に

踊
る
「
ミ
ニ
ふ
れ
あ
い
た
い
む
」
も
ご
ざ
い
ま

す
。皆

様
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
11
月
10
日
（土）

午
後
２
時
〜

場
所
▼
金
沢
医
科
大
学
病
院
正
面
玄
関
ロ
ビ
ー

出
演
▼
舞
踊
孝
藤
流
ま
り
佳
支
部

問
い
合
わ
せ
先
▼

オ
フ
ィ
ス
孝
藤

☎
２
５
７
―
０
１
５
０

「
健
康
＆
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座
」

加
齢
に
と
も
な
う
心
身
の
変
化
や
健
康
を
保

つ
た
め
に
必
要
な
栄
養
・
運
動
に
つ
い
て
講

義
・
実
技
を
と
お
し
て
学
び
、
痴
呆
・
寝
た
き

り
の
予
防
を
図
る
。

入院分 通院分

０歳児

１歳児

２歳児

３歳児

４歳児

５歳児

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

日　　時 内　　　容 講　　師

11月24日（土）
9：30～11：30

加齢について考える
加齢にともなう
身体と心の変化

県立看護大学
助教授

佐藤　弘美

栄養について考える
おいしく食べて、
元気で長生き

能登中部保健福祉センター
羽咋地域センター
管理栄養士
波木砂代栄

運動について考える
これからは

この貯筋!!

県立看護大学
教　授

花岡美智子

12月 1日（土）
9：30～11：30

12月 8日（土）
9：30～11：30
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水

俣

・

金

沢

展

人
権
と
環
境
の
世
紀
と
い
わ
れ
る
い
ま
、

「
近
代
と
は
な
に
か
」「
人
間
と
は
な
に
か
」
を

問
い
な
お
し
、
水
俣
か
ら
の
教
訓
を
考
え
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。
写
真
を
主
に
、
200
点
以
上

の
資
料
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

内
灘
町
で
は
、
県
内
各
市
町
村
・
教
育
委
員

会
・
各
種
団
体
と
共
に
後
援
し
て
い
ま
す
。

日
　
時
▼
11
月
17
日
（土）
〜
23
日
（祝）

午
前
10
時
〜
午
後
８
時

場
　
所
▼
金
沢
市
勤
労
者
プ
ラ
ザ

入
場
料
▼
お
と
な
　
１，

２
０
０
円

（
前
売
り
１，

０
０
０
円
）

高
校
生
以
下
　
６
０
０
円

（
前
売
り
　
　
５
０
０
円
）

◎
水
俣
よ
り
患
者
さ
ん
を
お
招
き
し
て
の
講

演
会
も
あ
り
ま
す
。

日
時
▼
11
月
17
日
（土）
と
18
日
（日）

午
後
２
時
〜
４
時

場
所
▼
労
済
会
館

◎
原
田
正
純
講
演
会

日
時
▼
11
月
23
日
（祝）

午
前
10
時
〜
午
後
０
時

場
所
▼
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先
▼
☎
２
３
４
―
２
４
１
４

FAX
２
３
４
―
２
４
１
３

内

灘

町

観

光

協

会

青

空

市

場

開

催

恒
例
と
な
り
ま
し
た
青
空
市
場
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

カ
ニ
、
に
し
ん
、
帆
立
貝
、
数
の
子
と
い
っ

た
日
本
海
の
新
鮮
な
魚
介
類
の
販
売
で
す
。
商

品
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
売
り
切
れ
次

第
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
早

め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
12
月
９
日
（日）

午
前
８
時
〜

場
所
▼
内
灘
町
文
化
会
館
　
前

問
い
合
わ
せ
先
▼

内
灘
町
観
光
協
会

☎
２
８
６
―
４
２
０
０

熱

血

監

督

来

町

〜
内
灘
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
講
演
会
〜

日
時
▼
12
月
４
日
（火）

午
後
７
時
30
分
〜

場
所
▼
内
灘
町
役
場
町
民
ホ
ー
ル

講
師
▼
金
沢
高
校
野
球
部
監
督

浅
井
　
純
哉
　
氏

演
題
▼
「
夢
」
＝
野
球
を
通
し
て
経
験
し
た
こ
と
＝

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「

内

灘

町

長

寿

祝

券

」

も
う
お
使
い
に
な
り
ま
し
た
か
？

９
月
に
お
渡
し
い
た
し
ま
し
た
「
内
灘
町

長
寿
祝
券
」
の
使
用
期
限
が
12
月
末
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
お
手
元
に
未
使
用
の
祝

券
を
お
持
ち
の
方
は
お
早
め
に
ご
使
用
く
だ
さ

い
。内

灘
町
長
寿
祝
券

対
象
者

今
年
の
９
月
１
日
で

数
え
75
歳
以
上
の
方

金
　
　
額

１
人
４，

０
０
０
円

（
５
０
０
円
券
８
枚
綴
）

使
用
期
限
　
12
月
31
日
ま
で

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

の

ご

案

内

個
別
労
働
関
係
紛
争
の

解
決
促
進
の
た
め
に

昨
今
の
企
業
に
お
け
る
リ
ス
ト
ラ
や
雇
用
形

態
の
変
化
等
に
伴
い
、
労
働
者
個
人
と
企
業
と

の
間
に
お
け
る
紛
争
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

平
成
13
年
10
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
「
個
別
労
働
関
係
紛
争
の
解
決
の
促

進
に
基
づ
く
法
律
」
に
基
づ
き
、
設
置
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
労
働
問
題
に
関
す
る
相

談
及
び
情
報
提
供
を
行
う
ほ
か
、

●
都
道
府
県
労
働
局
長
の
助
言
・
指
導
制
度

●
紛
争
調
整
委
員
会
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
制
度

に
よ
り
、
問
題
の
早
期
解
決
を
支
援
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

◎
石
川
労
働
局
総
合
労
働

相
談
コ
ー
ナ
ー

（
総
務
部
企
画
課
内
）

☎
２
６
５
―
４
４
２
１

◎
金
沢
総
合
労
働

相
談
コ
ー
ナ
ー

（
金
沢
労
働
基
準
監
督
署
内
）

☎
２
９
２
―
７
９
４
５

☎
２
９
２
―
７
９
４
６

詳細は厚生労働省の
ホームページでご覧いただけます。

http://www.mhlw.go.jp/general/
seido/chihou/kaiketu

さ
わ
ら
解
体
シ
ョ
ー

も
あ
る
よ
!!
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ご

存

知

で

す

か

石
川
県
農
業
開
発
公
社
を
！

―
大
切
な
農
地
の
売
買
・
貸
借
は

農
業
開
発
公
社
へ
―

●
公
的
な
性
格
を
も
ち
、
営
利
を
目
的
と
し
な

い
公
益
法
人
で
す
。

●
県
下
全
域
で
農
地
保
有
合
理
化
事
業
（
農
地

の
売
買
・
貸
借
）
が
実
施
で
き
る
法
人
と
し

て
、
知
事
か
ら
認
可
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
公
社
が
介
入
し
た
場
合
に
は
、
税
制
上
の
優

遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

農
地
の
こ
と
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
担
い
手
を
支
援
し
ま
す
！

農
業
を
始
め
た
い
、
経
営
規
模
を
拡
大
し

た
い
、
し
ば
ら
く
借
り
て
経
営
が
軌
道
に
乗

っ
た
ら
農
地
を
買
い
入
れ
て
経
営
を
安
定
さ

せ
た
い
、そ
ん
な
農
家
の
方
を
支
援
し
ま
す
。

（
農
地
売
買
等
事
業
）

◎
安
定
し
た
農
作
業
受
委
託
で
経
営
規
模
の
拡

大
を
支
援
し
ま
す
！

認
定
農
業
者
に
、
農
作
業
の
受
託
料
金
５

年
分
を
無
利
子
で
お
貸
し
し
ま
す
。

（
農
作
業
受
委
託
促
進
特
別
事
業
）

◎
認
定
農
業
者
を
支
援
し
ま
す
！

公
社
か
ら
農
地
を
取
得
し
て
、
経
営
規
模

を
拡
大
し
一
定
の
要
件
を
満
た
す
認
定
農
業

者
に
、
助
成
金
を
５
年
間
交
付
し
ま
す
。

（
土
地
利
用
型
大
規
模
経
営
促
進
事
業
）

預金の保護の範囲が変わります

◎万一金融機関が破たんした場合でも、預金者一人当た

り、定期預金等の元本１千万円までとその利息は、来

年４月以降も保護されます。

◎合算して元本１千万円までとその利息は、あくまで最

低保障ですので、受け取れるのは１千万円だけではあ

りません。

◎また、当座預金・普通預金等は、平成15年３月まで

全額保護されています。

◎詳細は、金融機関の窓口等にお問い合わせください。

もっと詳しく知りたい方は、金融機関の窓口等にお問

い合わせいただくか、金融庁、預金保険機構、金融広報

中央委員会のホームページをご参照ください。

●金融庁
http://www.fsa.go.jp/

●預金保険機構
http://www.dic.go.jp/

●金融広報中央委員会
http://www.saveinfo.or.jp/

ご存知ですか？
医薬品副作用被害救済制度

◎この制度は、医薬品副作用被害

救済・研究振興調査機構法に

基づく公的制度です。

◎制度のしくみを解説したパンフ

レット及び請求用紙を無料で

お送りします。

問い合わせ先▼

医薬品副作用被害救済・研究振興調査機構

〒100－0013 東京都千代田区霞が関3－3－2

新霞が関ビル　９階

☎03－3506－9411（ダイヤルイン）
http://www.kiko.go.jp/
E-mail：kikaku@kiko.go.jp

◎
河
北
潟
干
拓
地
、
能
登
農
地
開
発
地
で
農
業

を
し
ま
せ
ん
か
！

農
業
に
意
欲
と
情
熱
が
あ
っ
て
年
齢
が
20

歳
か
ら
59
歳
ま
で
の
方
に
農
地
を
あ
っ
せ
ん

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

石
川
県
農
業
開
発
公
社

☎
０
７
６
―
２
２
２
―
１
６
７
６

石
川
県
農
業
開
発
公
社
能
登
駐
在
所

☎
０
７
６
８
―
５
２
―
１
１
９
０

司
法
書
士
「
ク
レ
サ
ラ
・
個
人

再
生
な
ん
で
も
相
談
」
の
開
催

多
重
債
務
で
お
悩
み
の
型
、
個
人
民
事
再

生
・
自
己
破
産
・
サ
ラ
金
調
停
等
の
相
談
に
司

法
書
士
が
応
じ
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
す
。

日
　
　
時
▼
12
月
２
日
（日）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

電
話
相
談
▼
☎
２
９
１
―
０
０
９
９

面
接
相
談
▼

石
川
県
司
法
書
士
会
館
内

金
沢
市
新
神
田
４
丁
目
10
番
18
号

主
　
　
催
▼
石
川
県
司
法
書
士
会

金
沢
暮
ら
し
の
相
談
セ
ン
タ
ー

相
談
分
野
▼
貯
蓄
、
年
金
、
介
護
、
法
律
、
税
務

専
門
家
に
よ
る
無
料
相
談
「
電
話
予
約
制
」

秘
密
厳
守
。
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

金
沢
暮
ら
し
の
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
２
４
５
―
３
３
３
０
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暮
ら
し
の
情
報

知 っ 得 情 報
不用品リサイクル登録情報

●譲って下さい（希望品）
MD付ラジカセ、パソコン＜デスクトップ型＞、
20インチ以上のカラーテレビ、電子レンジ、本棚、
地球儀、普通自転車26インチ、幼児用補助輪付自転車、
チャイルドシート、ベビー体温計、ベビーベッド、
ホームベーカリー、ベビーバス、調乳ポット、
おむつとおむつカバー、
内灘中学校男子制服（170cm）、
古い着物（手芸用）、男子学生服、
七五三男児用着物セット、
大根布小学校女児冬服上下（150～160cm）、
清湖小学校体操ズボン（120cm以上）

●譲ります（提供品）
シングルベッド、
ルームウォーカー、
中学女子用紺色コート

（160cm程度）、
内灘中学校女子冬服上下

（160cm程度）

○希望者・提供者の品物が合えば、希望者に提供者をご紹介
いたします。
登録期間は６ヶ月です。希望者の方に、提供者のお宅まで
引き取りに行っていただきます。

○登録できる品物　家具、電気製品、乗り物、日用雑貨、
音楽用品、ベビー用品、制服（町内小中学校）

○無料での提供のみお取扱いします。

希望者、提供者の方の登録をお待ちしています！！

（10月23日まで受付分）

希望者 提供者 交渉成立 

町民生活課 

紹介 

登
　
録 

登
　
録 

不用品リサイクルの登録情報は内灘町のホームページでもご覧いただけます。
http://www.town.uchinada.ishikawa.jp/osirase/sittoku

◇登録、問い合わせ先　町民生活課　☎286－6701

11
月
の
は
ま
な
す
大
学

日
　
時
▼
11
月
16
日
（金）

午
後
１
時
30
分
〜
　

場
　
所
▼
文
化
会
館
３
階
視
聴
覚
室

テ
ー
マ
▼
「
介
護
保
険
と

私
達
の
生
き
方
に
つ
い
て
」

講
　
師
▼
エ
ッ
セ
イ
ス
ト小

林
　
良
子

さ
ん

12
月
の
は
ま
な
す
大
学

日
　
時
▼
12
月
３
日
（月）

午
後
１
時
30
分
〜
　

場
　
所
▼
文
化
会
館
３
階
視
聴
覚
室

テ
ー
マ
▼
「
生
き
る
使
命
と
は
」

講
　
師
▼
押お

し

野の

山ざ
ん

大た
い

子し

堂ど
う

上
宮

じ
ょ
う
ぐ
う

寺じ

新に
っ

田た

方
ま
さ
し

氏

今
月
の
人
権
・
行
政
相
談

（
秘
密
厳
守
・
無
料
）

相
隣
関
係
、
家
庭
、
相
続
、
登
記
、

交
通
安
全
、
税
金
、
年
金
、
消
費
生
活
、

役
所
の
窓
口
、
公
共
施
設
な
ど

と
こ
ろ
▼
内
灘
町
働
く
婦
人
の
家

と
　
き
▼
11
月
16
日
（金）

午
後
１
時
〜
４
時
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保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

ツベルクリン反応検査とBCG接種
11月27日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

11月29日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成13年 7月生

（時間）13：00～14：00

｝
12月18日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

12月20日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成13年 8月生｝

4月から健診の曜日が変わりました。会場・時間等をご確認のうえお越しください。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

ひよこっこサークル
12月5日（水）対象 5～6か月児　

（時間）受付・身体計測　13：00～13：30

教　　　　　室　13：30～15：00

（内容）離乳食のすすめ方・離乳食の試食

※5～6か月児以外の方でも、離乳食のすすめ方

などで聞きたいことがある方はお越しください。

11月15日（木）
10：30～11：30

みんなで絵本を読む時間

ううううささささここここちちちちゃゃゃゃんんんんルルルルーーーームムムム

今回は、マリ
ー・ホール・エッ
ツさんの作品をと
りあげます。絵本
の読みきかせのほ
か「初めての絵本」の紹介もあります。
フリートークもありますので、絵本のこ
とだけでなく、育児のこと他いろいろお
話しください。お母さんだけでもOK。ど
なたでもお気軽においでください。

今月のテーマ

『マリー･ホール･エッツさんの絵本』

すくすく赤ちゃん!!
11月21日（水）
10：00～10：30

0才児の遊びの教室です。発育発
達の相談や子育てアドバイスも。

◎ぬれタオルを持っ
てきてください。
お気軽にご参加

ください。

担当：鶴が丘乳児保育園保育士
（子育て支援センター）

0才児の親子あそびの教室

今月のテーマ『はじめての
粘土あそび』

12月12日（水）

11月28日（水）

10：00～11：00
パ ン ダ ク ラ ブ
1～3歳児の遊びの教室

＝みんなで遊ぼう＝
○元気いっぱい！幼児体操①
講師：幼児体操教室スポーツエデュケーション･レオ

12月19日（水）
＝みんなで楽しもう＝
○クリスマス会！

＝みんなで遊ぼう＝
○劇あそびで楽しもう
＝みんなで考えよう＝
○栄養満点！楽チン朝ごはん

4か月児健診
11月27日（火） 対象 13年 7月生
12月18日（火） 対象 13年 8月生

（時間）13：00～14：00

3才児健診
11月13日（火）対象 10年 7月生
12月 4日（火）対象 10年 8月生

（時間）13：00～14：00

１才6か月児健診
11月20日（火） 対象 12年 4月生
12月11日（火） 対象 12年 5月生

（時間）13：00～14：00

献血のお知らせ
11月11日（日）
9：00～12：00
大根布公民館

13：30～16：00
ショッピングセンターコーヨー
（東京ストアー内灘店）

ご協力をお願いします



次回のまいどさんは山さんから誰にバトンタッチするのかお楽しみに！ 

　今月は小西さんから紹介のあった、山　みちこさんに登場していただきます。 

このコーナーでは、毎回出場者に次回出場者をリレー方式で紹介してもらいます。 

山　みち子さん 
（緑台１） 

やま こ 

　民謡を始めてもう30年になります。今では、ボランティア活動として唄うことが多

いですね。自分が好きなことを楽しく、それで喜んでもらえれば最高です。「山さん、

よかったよ」なんて声をかけてもらうとうれしくて（笑）。次への力になっています。 

　最近、生きがいセンターで開催されている陶芸教室に通い始めました。若い人から

年配の方まで、民謡とは違う新しい出会い、お付き合いに毎日を楽しく過ごしていま

す。生きがいを持って生活できる環境が身近にあるって本当にありがたいことですね。

これからも、もっといろんなことにチャレンジしていきたいと考えています。 
 

町へ一言： 

　公園、遊歩道、そしてお風呂。こんなに整備された町はありません。ただただ感謝です。 
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江
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ヶ
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夫
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陽
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彦
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里
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大
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布
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勝
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千
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千
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を
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が
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ご
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い
ま
し
た
。
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向 粟 崎 保 育 所 緑 台 保 育 所
鶴 ヶ 丘 保 育 所
向 陽 台 保 育 園

鶴ヶ丘東保育所
大 根 布 保 育 所
宮 坂 保 育 所
北 部 保 育 所

11月21日（水） 11月22日（木） 11月30日（金）

問い合わせ先　町民生活課　☎286－6701

新聞・雑誌・ダンボールなどの
持込収集 午前7：30～9：00（時間厳守・雨天決行）

ごみ収集カレンダー
1.もえるごみ
毎週月・木曜日（ただし、祝日・振替休日は休み。）

2.もえないごみと資源物

収集地区

向粟崎1・3・4丁目

旭 ヶ 丘

千 鳥 台

緑 台

向粟崎 2 ・ 5 丁目

向 陽 台

ア カ シ ア

鶴ヶ丘1・2・3丁目

鶴 ヶ 丘 4 丁 目

鶴 ヶ 丘 5 丁 目

大 清 台

ハ マ ナ ス

大 学 1 丁 目

大 学 2 丁 目

大 根 布

宮 坂

西 荒 屋

室

湖　　　　　　　西

もえないごみ（埋立ごみ） 資源物（リサイクルできるもの）
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〃
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〃
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〃

〃

〃
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〃

〃

〃

〃

〃

7
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〃

〃

7
19：30～20：30

13
19：00～20：00

13
20：00～21：00

13
19：00～20：00

13
18：00～19：00

21
6：30～7：30

20
19：00～20：00

〃

9
8：00～9：00

14
8：00～9：00

14
19：00～20：00

14
18：30～19：30

14
19：00～20：00

14
18：00～19：00

14
18：00～19：00

14
11：00～12：00

12月
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〃

〃
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〃
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〃

〃

〃

〃
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11月 12月
16

19：00～20：00

〃

〃

16
19：30～20：30

15
19：00～20：00

15
20：00～21：00

15
19：00～20：00

15
18：00～19：00

30
6：30～7：30

29
19：00～20：00

〃

18
8：00～9：00

23
8：00～9：00

23
19：00～20：00

23
18：30～19：30

23
19：00～20：00

23
18：00～19：00

23
18：00～19：00

23
11：00～12：00

11月

 スプレー缶も分別収集しています。 
中身を使い切り、穴をあけて町会のリサイクルへ
出してください。 

11～12月の休日当番医
診療時間　9時～17時30分

日付 病 院 名 住　　　所 T E L

11/11
（日）

11/18
（日）

11/23
（金･祝）

11/25
（日）

12/2
（日）

12/9
（日）

紺井医院（内･小） 内灘町緑台1丁目8 238-1277

山崎耳鼻咽喉科クリニック 七塚町白尾イ44-2 283-7070

かねだ医院（内･神経内） 高松町高松ヲ2-6 281-1164

金原皮膚科医院 内灘町アカシア1丁目48 237-7950

久保医院（内･小） 宇ノ気町宇野気ヌ183-1 283-0017

藤井産婦人科医院 内灘町向陽台1丁目225 238-5151

西田医院（内･小） 内灘町アカシア1丁目26 238-3514

柴田クリニック（小･皮） 津幡町加賀爪ホ286 289-2572

舘小児科クリニック 内灘町大根布7-65 286-1231

山崎外科胃腸科医院 津幡町加賀爪リ20 289-2288

田中医院（耳鼻咽喉） 内灘町向陽台2丁目224 237-6923

一林医院（内・小） 津幡町庄ウ3 289-2002

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞などで確認してください。
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広報に掲載された写真を差し上げます。ご希望の方は広報係まで　☎286－6720

お詫び 10月号に掲載した環境美化ポスター入賞者発表の記事でお名前に
間違いがありました。お詫びし、訂正いたします。
（誤）入選　向粟崎小５　藤田　春乃さん
（正）入選　向粟崎小５　藤田　晴乃さん

11月からペットボトルの
出し方が一部変わります
ペットボトルのリングは

取り外さなくても良くなり、
分別がしやすくなります。
※しょう油やみりんの注ぎ口も

取り外さなくてよいです。

※キャップとラベルはこれまで

通りはずしてもえるごみにだ

してください。

収集したペットボトルは繊維加工品などにリサイクル

されます。分別排出にご協力ください。

問い合わせ先 町民生活課


